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（青森―第44号） 

 

 

 
本地質図幅の作成にあたっては，1957，1958  両年度に約 180  日にわたって野  

外調査を行なった。主として図幅地域の西半部を平山が，東半部を角がそれぞれ  

分担して調査した。  

野外調査にあたっては，秋田県鷹巣町役場・藤里村役場・秋田県林務課ならび  

に秋田営林局藤里・七座・早口・二ツ井の各営林署から 5,000 分の  1 実測地形図  

の利用のほか，調査上種々の便宜をうけた。また，秋田県立鷹巣農林高等学校の  

大和久震平教諭からは現地において遺跡の案内をはじめ考古学的諸知見の御教示  

をうけた。貝化石の同定には，東京都土木技術研究所の青木滋技師をはじめ本所  

の水野篤行技官・大山桂技官，東京教育大学地質鉱物学教室秋山雅彦氏などに，  

また亜炭層の花粉分析には，本所の徳永重元技官にそれぞれ協力をうけた。ま  

た，湯車層の植物化石について本所の坂本亨技官をわずらわした。なお，東京大  

学地質鉱物学教室の高井冬二教授に現地において哺乳動物化石の鑑定をうけ，同  

じく久野久教授には火成岩の検鏡について助言をいただいた。さらに，石油資源  

開発株式会社秋田鉱業所探鉱課の池辺穣・岩佐三郎・松岡寛の各氏をはじめ秋田  

大学鉱山学部藤岡一男教授・井上武教授，秋田県技師狩野豊太郎・上田良一・川  

尻茂三，同和鉱業株式会社花岡鉱業所探査課長虎岩達夫および堀越叡，ならびに  

大倉鉱業所の諸氏に種々の御教示・御批判をたまわった。  

 
 

Ⅰ．地   形 
 

米代川が曲流しながら，ほゞ東から西に向かって本地域中央部を貫流している。第 

1 図に示すようにこの流域は海抜 500m 以上の山地によって馬蹄状（海岸の方に口を 

開いた）に囲まれ，そのなかに上流から花輪・大館・鷹巣および能代などの盆地と平 

野とが順次配列している。鷹巣盆地以西の主として油田第三系からなる地域では，地 
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形と褶曲構造とがよく一致し，背斜構造が山稜（海抜 150～200 m 以上）をなし，向 

斜構造が河谷あるいは盆状低地を形成して，それぞれ南北に雁行配列している。一方 

鷹巣盆地から東のいわゆる「グリーンタフ」を主とする地域では，このような地質と 

地形のみごとな対応はみられず，複背斜と複向斜とが，それぞれ丘陵と盆地とにほゞ 

相当している程度で，大館・花輪両盆地はその縁辺部が断層でかぎられているようで 

ある。 

本図幅地域の中央部を占める鷹巣盆地の西縁をかぎる七座
ななくら

丘陵は七座背斜に一致 

し，秋田市北東方の爼山周
まないたやま

辺の山地にまで連続している。さらにこの丘陵を境にして 

その両側で，地質が非常に異なっている（後述)。また，ほゞ南北に走るこの丘陵の 

伸びの方向と，八森・能代を結ぶ海岸線と八郎潟の長軸の方向とが平行しているのも 

注目に値しよう。 

七座背斜の中央部では背斜軸と平行に南北方向の背斜谷が発達し，その両翼には上 

部七座部 岩と下部の黒部部岩との岩質の部部の部による示部的部 の地形，すなわ   

ちケスタ地形が形成されている。ことにそれは背斜の西翼で著しく，単斜山稜の東斜 

面に上部七座部 岩の面面が発達し，西斜面には地層の面斜と一致した斜面が発達し  

ている。 

鷹巣盆地の東縁をかぎる二井田
に い た

丘陵は複背斜の部分に相当し，その東縁は断層によ 

ってきられている。 

鷹巣盆地の中心部には広大な河岸段丘が発達し，鷹巣町南方の大野台の平坦面は東 

から西に向かって阿仁川の現河道の方へ階段状に低下している。また，鷹巣町付近で 

は米代川の河道は南方に偏倚し，北側に低部段丘面の発達が著しい。盆地周辺の丘陵 

や山地から必従谷をなして流れくだる米代川の諸支流の沿岸にも河岸段丘の発達が著 

しい（図版 1 )。 

米代川が二井田・七座の両丘陵を横断する部分には先行谷が形成されており，第四 

紀におけるこれら両丘陵（背斜にもあたる）の上昇運動を暗示している。さらにま 

た，この地域にみられる褶曲構造が現在もなお形成されつつあることは，段丘面の分 

布およびその変形，水準点の垂直変部などから察知することができる。すなわち，背 

斜軸部では旧河床の幅が狭まるため段丘の発達が悪く，しかも，段丘面は背斜部に接 

近すると高くなる面向がある（第 21 図および第 22 図参照)。また，米代川に沿って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置されている一等水準点の改測結果から，背斜部が向斜部に較べて相対的に隆起す 

る面向が認められている6)9)（第 2 図および第 3 図参照)。 

さらに，第四紀後半に鷹巣・大館両盆地をへだてている二井田丘陵が七座丘陵に較 

べてより面速に上昇したことが，次のような地形的諸事実によって推察される。 

1．二井田丘陵を東西に横ぎる小猿部川の支流（小森川・奥見内川など）は，先行 

谷を形成しつつその中流部で摩当山・黒森山を結ぶ本丘陵の主軸（海抜 450m 前後） 

を横ぎっており，二井田丘陵の隆起軸が東から西に移っているようである。 

2．前項の隆起軸の移動に対応するかのごとく，鷹巣町南方の大野台の河岸段丘は 

典型的な非対称配列をなし，東から西へ阿仁川の現河道の方に向かって階段状に低く 

なっており，東側の基盤の隆起を示唆している。 
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Ⅱ．地   質 
 
 

Ⅱ．1 概  説（第 1 表参照） 

 

本図幅地域に分布する地層は，主として，新第三紀のいわゆる「グリーンタフ」と 

｢油田第三系｣とからなり，鷹巣町周辺や河川の流域には第四紀の湖成堆積物や段丘堆 

積物が分布している。これらは下から藤倉川層・黒石沢層・早口川層・岩
いわ

谷
や

層・藤琴 

川層・小
こ

比
び

内
ない

沢層・薄井沢層・前山川層・湯車層および段丘堆積物に分けられる。た 

だし，図幅地域東縁部には，一通層
いつとおり

と名づける岩谷層ないし小比内沢層相当の地層が 

分布する。このうち，下部の藤倉川層・黒石沢層・早口川層の 3 層は，いわゆる「グ 

リーンタフ」からなり，主として本地域の東半部に分布し，これより上部の「油田第 

三系」は西半部に分布している。 

層序 藤倉川層は本地域の新第三系の最下部層で，北隣の太良鉱山図幅地域内で基 

盤岩（古生層 ? ）を）っている。主として，安山岩の）岩や火山） 岩からなり，玄  

武岩の）岩を伴なう。これらはいずれも変質著しく，いわゆるプロピライト化してい 

る部分もある。火山） 岩は層るにるしく，植物るるをわずかにるするのみで，非海  

成の火山活動に由来するものであろう。その最大層厚は 1,400 m に達する。 

黒石沢層は下部の藤倉川層を黒黒に）い，主として，安山岩火山黒部 岩・部 質   

黒岩・砂岩などからなり，ときに石英安山岩や流紋岩の）岩のほか玄武岩）岩を挾 

む。本層は藤倉川層に較べて，安山岩）岩がむなく，変質度もやむ低く，） 岩にむ  

んでいる。黒岩や砂岩中には，異常堆積現象がみられ，海棲貝化石を産する。また， 

薄い部岩中からは植物るるを産し，北隣図幅地域では，Comptoniphyllum Naumanni 

が発見されている32)。本層は南部で厚く，約 700 m，北部では 100 m 前後になる。 

早口川層は本図幅地域の東半部に広く分布し，主として，黒部部岩・早性早石部 

岩・岩岩石玄武岩の岩状）岩・火山） 岩などからなり，一部では貝化石を産する。  

本層は上・中・下に大きく 3 分される。中部層には玄武岩類がもっとも多く，上部層 
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と下部層には早石部 岩と部岩が多い。また ，上部層は全地域に亘ってほゞ一様な厚 

さで連続するが，中部層および下部層はそれぞれ著しい厚さの変化を示し，ことに玄 

武岩の膨縮が著しい。しかし，中・下部層を黒せた厚さは全体として平均していて， 

上下黒せると 700～1,000 m となる。たゞし，北隣図幅地域内では，萩ノ方山背斜以 

西で著しく薄くなり，100 m 前後の厚さを示すにすぎない。 

図幅地域南東部に分布する異質部 角黒岩（早性）は，藤倉川層・黒石沢層および  

早口川層の最下部を早黒黒に）っており，早口川層下部の早石部 岩に相当するもの  

と考えられる。 

岩谷層は下部の早口川層に黒黒に重なり，主として，部質岩岩・部 質（安山岩  

質）砂岩および安山岩や玄武岩の火山） 岩からなる。本層の分布は早口川層以西の  

地域にかぎられ，その西半部は太良鉱山図幅地域内にみられる。本層は萩ノ方山背斜 

付近を境にして，その両側で岩相と層厚との変化が著しく，東側は薄く（300～400 m), 

部質岩岩を主とするが，西側では厚く（1,000 m 内外)，部 質砂岩や火山） 岩類が   

多い。さらに図幅地域北西隅の茂
も

谷
や

山
さん

背斜付近でも同様の変化がみられ，背斜の西側 

では火山岩や砂岩がほとんど消滅するため，著しく薄くなる。 

藤琴川層は下部の岩谷層に黒黒に重なり，主として，黒部部岩・砂岩（部 質およ  

び非部 質 )・早性早石部 岩・安山岩の火山） 岩などからなり，岩相・層厚  とも 

に著しい変化を示す。本層でも萩ノ方山背斜と茂谷山背斜付近とを境にしてとくにそ 

の変化が著しい。すなわち，萩ノ方山背斜の東側では比較的薄い（50～200 m）黒部 

部岩や砂岩を主とするが，その西側では厚く（800～1,000 m)，部岩のほかに砂岩・ 

早石部 岩・安山岩の火山） 岩などが多い。また，茂谷山背斜の西側では，安山岩   

の火山） 岩が著しく厚くなり（ 800～1,000 m)，その他の地層は薄くなる面向があ 

る。そのほか，現在みられる多数の小褶曲に対応して本層の岩相や厚さが変化するこ 

とは，異常堆積現象とあいまって，本層堆積時の褶曲作用の開始，進行を暗示してい 

る。 

一通層は大館盆地の西縁部に盆状構造をなして分布し，藤倉川層下部と断層で接す 

る早口川層上部の早石部 岩の上に黒黒に重なっている。下部から部質岩岩・黒部部  

岩・早石部 岩および砂岩の順に重なり，その岩相から岩谷層ないし藤琴川層（一部  

は小比内沢層 ? ）に相当するものと考えられる。厚さは 750 m に達する。 

小比内沢層は藤琴川層から漸移し，一部は下部層上部と指交関係（interfinger）に 

あると考えられる。主として塊状シルト岩およびシルト岩砂岩互層からなり，後者は 

比較的上部の層準に多い。本層の厚さは七座背斜の西側では約 300～400 m，東側で 

は 50～100 m である。 

薄井沢層・前山川層は小比内沢層から漸移するが，一部は指交している。主とし 

て，砂岩や黒岩などの粗粒堆積物によって特徴づけられている。七座背斜の西側に分 

布する薄井沢層は，厚さ 400 m を超える海成の塊状砂岩からなり，石英安山岩質の 

早石部 岩の厚層（  5 ～15 m）を数枚挾んでいる。一方，背斜の東側に分布する前山 

川層は，下部は薄井沢層と類似した海成の塊状砂岩からなるが，その中・上部は海成 

と非海成との砂岩黒岩互層が交互に現われ，非海成層中には亜炭層が挾まれている。 

全層厚は 600 m を超える。本層中にも早石部 岩の厚層が数枚挾まれている。これら  

の部 岩の重鉱物の成によって背斜の両翼の地層を対比すると，前山川層の中・下部  

は小比内沢層上部と薄井沢層下部とにあたる可能性がある。いずれにしても，この時 

期に七座背斜が一部海面上に頭を出し，内陸側が外海との連絡を断たれて潟湖が形成 

されたものと考えられる。 

湯車層は七座背斜軸部の隆起によって，内陸側が西方の海域から完全に連絡を断た 

れて生じた古鷹巣湖18)の湖成堆積物によって特徴づけられている。主として粘土・砂 

などからなり，亜炭を挾む。地質構造のうえから周辺部では下部層と早黒黒関係にあ 

ると考えられる。 

河岸段丘は鷹巣南方の大野台を中心として，米代川とその支流の沿岸に広く発達 

し，約 7 段の平坦面が識別される。米代川流域では，低部段丘に十和田火山の早石流 

堆積物がみられ，最低部の第 7 段丘をのぞく，第 6 段丘以上の段丘面は 部のロー段  

層に）われている。鷹巣盆地や大館盆地30)の段丘堆積物中に，ボーリングや露頭で部 

炭の夾みが認められることから，盆地周辺の七座・二井田丘陵の面速な隆起によって 

米代川が一時的にせきとめられたと考えられる。そのほか，前項で述べたように，こ 

れらの段丘面の分布や配列の状態から，第四紀においても第三紀からひきつゞき同面 

向の地殻運動が進行していることが推察される。 

本地域の地層の地質時代は明らかでないが，隣接地域との対比や動植物化石の特徴 

などから，藤倉川層から小比内沢層までは中新世，薄井沢層と前山川層とは鮮新世， 
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湯車層以上は第四紀と考えられる。 

化石 動植物の化石は各層準を通じて比較的種類や量にむんでいる。化石動物のお 

もなものには海棲の部体動物･サガリテス･る孔虫などがあり，ほかに脊椎動物の化石 

もまれに産する｡植物化石は海産の珪藻のほか陸上植物の葉るや実が報告されている｡ 

貝化石には 3 つの群集が認められる。すなわち，黒石沢層から藤琴川層下部までは 

Pectinid-Brachiopod 群集で代表され，これらは亜熱帯性環境を指示する西黒沢―須 

郷田フォーナに類似している。つぎに，藤琴川層中部から小比内沢層にかけては，や 

む冷たい海の環境を指示するといわれる，いわゆる郁摩フォーナに特徴的な Concho- 

cele-Lucinoma  群集，および Buccinidae-Cardiidae 群集がみられる。最後に，前山 

川層と薄井沢層とには，鮮新世の寒流系種属を主とするいわゆる大桑
お ん ま

―万願寺フォー 

ナがみられる。 

海綿の一種といわれるサガリテスは，黒石沢層から小比内沢層にかけて部岩中に普 

遍的に産出するが，ことに藤琴川層中の黒部部岩に多産する。そのほか，藤琴川層下 

部の海緑石砂岩中に鯨の骨や鮫の歯が産する。なお，当地域の油田第三系中にはる孔 

虫の化石が多産する。 

珪藻類は部質岩岩・黒部部岩およびシルト岩中に産するが，ことに岩谷層上部や小 

比内沢層に多産し，背斜軸部に濃集する面向がある。また藤琴川層中には珪藻がむな 

くサガリテスが多いのに対して，その上下の岩谷層と小比内沢層とではその量比が逆 

なのは，両者の棲息環境を知るために注目に値する。 

前山川層上部や湯車層の亜炭層付近からは，陸上植物が産するが，湯車層の亜炭層 

中から Menyanthes tr ifo liata  が報告されており，同層の堆積当時は現在より気温 

が低かったと考えられる20)。 

火成岩 鷹巣図幅地域の火成岩には玄武岩から流紋岩に至る各種の岩石が含まれて 

いる。第 2 表に示すごとくこれらの岩石はピジォン輝石質および紫蘇輝石質岩系に属 

するようである。ピジォン輝石質岩系のうち斑晶斜長石を欠くⅢb→c 型の岩岩石玄武 

岩は，紫部を帯びた普通輝石およびチタン鉄鉱（ ? ）を含み，やむアルカリにむむ可 

能性があるが，アルカリ岩系に属するものではないようである。 

次にこれらの岩石の噴出順序についてみると（第 2，3 表参照)，比較的初期にはピ 

ジォン輝石質岩系の岩石が，比較的後期には紫蘇輝石質岩系の岩石が噴出した。中期 

 

 

 

第 2 表  鷹巣図幅地域の火成岩の鉱物の黒せ
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の早口川層の時代には両岩系が重複して噴出したものと解される。貫入岩類の主要な 

貫入時期は岩谷層後期と考えられるが，岩型の点からみるとほとんどすべての岩型を 

もうらしており，いろいろの時期に貫入したとする解釈も可能であろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩石の変質 本図幅地域の諸岩層のうち，藤倉川層・黒石沢層および早口川層の岩 

石は緑部化作用などの変質が著しい。 

藤倉川層および黒石沢層の大部分を占める安山岩～玄武岩の火山岩類は，いわゆる 

プロピライト化作用を多むとも蒙って緑部化している。変質鉱物は曹長石・緑部石・ 

炭早塩鉱物・絹雲母・緑簾石などである。これらの鉱物は常にみられるのではなく場 

所によって変化がある。緑簾石はまれである。 

早口川層の岩石の変質は藤倉川層および黒石沢層のそれに較べて程度が低い。玄武 

岩質の岩石はやむ暗緑部化して，変質鉱物は鉄サポナイトを主とし，これに炭早塩鉱 

物・物石，まれに曹長石が伴なわれている。石英安山岩～流紋岩質の早性部 岩は鮮  

やかな緑部を呈し，いわゆる“グリーンタフ”となっている。その変質の程度は場所 

によって部異があり，g，m および m′帯に分けられる。 

g 帯の部 岩は帯部粗し帯うで，新鮮なガラスが帯在することで特徴づけられ，変  

質鉱物はほとんど認められない。m 帯および m′帯の部 岩は帯ン帯リロナイト・  

蛋帯石・物石などを生じている。これらの帯は“大谷石”のように比較的部い部分 

( m 帯）と，いわゆる“ソープストーン（ soapstone  )”となって部らかくなった部 

分（ m′帯）とがある。 

これらの変質帯は地質図幅に記載されたような分布を示しているが，とくに構造線 

に沿った地域で変質作用の程度が高い。 

岩谷層以上の岩石はほとんど変質作用を受けていないが，一部，岩谷層の玄武岩類 

が早口川層のそれと似た鉄サポナイト化作用を受け，また藤琴川層の上部七座部 岩  

が七座背斜の付近で早口川層の早性部 岩に似た変質作用を受けているががある。  

貫入岩類では，粗粒玄武岩はおもに鉄サポナイト化作用を受ける程度であるが，十 

ノ瀬山付近の閃緑玢岩では曹長石・緑簾石・緑部石・炭早塩鉱物・チタン石などを生 

じ，一部では陽起石を生じている。 

貫入岩類の付近，構造線に沿う地域，鉱床の周辺などでは局地的（local）な変質作 

用がみられる。これは珪化作用，粘土化作用などで範囲は狹い。この変質帯の周囲で 

はしばしばプロピライト化作用がみられ，鉄サポナイト化した岩石がさらに緑部石化 

していることがある。 

地質構造 この地域の地質構造ははなはだ複雑で，図幅地域の西半部と東縁部とで 

はその性格が非常に異なっている。すなわち，西半部では N-S あるいは NNE-SSW 

方向のいわゆる「油田型」の波状褶曲と，それに平行する衝上性の逆断層とが卓越し 

ているが，東縁部ではこれとほゞ直交する NWW-SEE 方向の小褶曲が著しく，これ 

をほゞ南北性の断層がきっている。これら両地域に挾まれる部分は，東西両地域に共 

通な性格を帯びており，東部地域に特るなほゞ東西性の小波曲と，西部地域の南北性 

の波曲と断層とが重なりあっている。しかも，東部地域の一通層と西部地域のこれと 

ほゞ同層準の岩谷層ないし小比内沢層とが，相互に直交する褶曲構造に支配されてい 

ることから，これらは形成時期を異にするものではなく，むしろ同時期に形成された 

ものではないかと考えられる。 

また，前述したように早口川層から藤琴川層下部までは 10 km 前後の単部で岩相や 

層厚に著しい変化がみられるが，これらが移り変わる境界付近にはとくに褶曲や断層 

の発達が著しく，かつ粗粒玄武岩が多産する面向がある。他方，これより上部の地層 

は上述の大きな単部の変化とともに，さらに短い波長の褶曲に応じて岩相や層厚の変 

化を示し，堆積時における褶曲作用の進行を示唆している(第 4 図註1)，第 12 図およ 

―――――――― 
註 1 ) 第 4 図の走向線は地質図上に重ねて地層の走向に沿いほゞ同層準の地点を結んだ線で，大体層厚 100 m 

の間隔で描いたものである。したがって，走向線の間隔が小さい部分は地層が面面斜していることを示 

し，逆にその間隔が開いている部分は地層の緩面斜を示す。なお，走向線が途切れている場黒は地層の 

厚さが変化していることを示す。このような図は走向線図ともよばれ，層厚や構造の変化をみるのに便 

利である（詳細は杉村新他 2 名：地質図の書き方と読み方，古今書院，1955，参照)。 

第 3 表 図幅地域の火山岩の噴出順序 

本表は第2表の標本のうちの噴出相の火山岩の性質と各層の部灰岩の重鉱物の成を参照して作製した
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第 4 図  地  質  構  造  図  



 

び第 15 図参照)。 

したがって，この地域の地殻運動は藤琴川層下部の堆積終了の前後から，その性格 

を一変したものと考えられる。すなわち，それは早口川層から藤琴川層下部までの堆 

積期間には波長 10 km 前後の波曲によって，それ以後の時期には波長数 km の波状褶 

曲によって特徴づけられていたといえよう。この波状褶曲は中新世後期から現世まで 

引続き進行していることは前に述べた通りである。 

 

Ⅱ．2 藤 倉 川 層 

 

藤倉川層（命名：角清愛・大沢穠・平山次郎(1962)32)）は本図幅地域最下部の地層 

である。おもに安山岩の）岩と火山） 岩とからなり，で常の） 岩を伴なわない。   

隣接する太良鉱山図幅32)地域の資料によれば，本層は粘板岩・チャートなどからなる 

先新第三系（古生層 ? ）を早黒黒に）う，この地方の第三系の最下部層である。本層 

からは未だ化石は発見されていないのでその地質時代は明らかでないが，この上部に 

重なる中下部中新世の化石を産する黒石沢層との間に，とくに著しい早黒黒のない 

点からみて，一応下部中新世と考えてよかろう。 

模式地 比内町小坪沢付近および鷹巣町麻当川上流 

分布および層厚 本層はおもに図幅地域東部，大館市真中，二井田地区の麻当山か 

ら比内町小坪沢にかけて分布し，一部図幅地域北東部・田代町十ノ瀬山付近に露出す 

る。 

本層は本図幅地域最下部の地層であるため，で確な層厚は明らかでないが，麻当山 

付近ではむなくとも 1,400 m に達するようである。 

岩相 本層は安山岩部 岩・安山岩）岩および玄武岩）岩からなる。  

安山岩凝灰岩は本層の主体を占め，主として火山黒部 岩で，細粒部 岩および部   

角黒岩を伴なう。火山黒部 岩は暗緑部～角緑部，あるいは角紫部の火山黒からな   

り，全体として雑部を呈する。一般に無層るであるがときに淘汰をうけてわずかに成 

層することがある。これらの部 岩の層岩は変質作用のため明らかでないが，部調，  

の織（斑状で，ときに流る構造がある）などから推して，このなかに介在する安山岩 

）岩とほゞ同質のものであろう。 

安山岩熔岩はおもに安山岩部 岩中に  10～50 m の厚さをもって介在し，上大沢か 

ら北東に入る沢の奥では 5 ～10 m の厚さの）岩が部 岩との層にも互層して，成層  

火山の一部のような感じを与える。麻当山の東部の二井田地区および田代町山田北方 

では本）岩が著しく発達し，前者の地域では厚さ 300 m 以上と考えられる。）岩は 

一般に節るがよく発達し，ときに自る））岩となる。二井田地区の）岩の厚い累層は 

露出が良好でないため，その性質が明らかでないが，大倉鉱山の沢では厚さ 5 ～20 m 

の節るのある）岩が岩滓状の部分を挾んで多く累重している。 

岩石は一般に変質が進んで，岩型の決定が困難であるが，比較的新鮮な部分で普通 

輝石安山岩および岩岩石安山岩がみられ，他の変質岩もほゞこれと類似の岩石のよう 

である。石基はほとんど c 型のようであり，斑晶鉱物の部異によってⅢc ・Ⅳc・Ⅴc 

および Ⅹc 型の鉱物の黒わせがある。 

No．7 註2) 岩岩石安山岩（Ⅲc） 

斑晶：斜長石・岩岩石  
斜長石は 0 .5～3 mm  大で多量である。累帯構造は著しくなく，清澄であ  

るが，変質のため，内部に緑部石などの 2 次鉱物を生じている。岩岩石は  

0 .5～  1  mm  大で，鉄鉱および緑部石に変化し仮像をなしている。とくに  

反応縁はみられない。  

微斑晶：普通輝石  
約 1 mm  大で新鮮でまれである。  

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱  
ピロタキシティックの織をなす。  

2 次鉱物：緑部石・チタン石など  

No．12 普通輝石安山岩（Ⅹc ） 

斑晶：斜長石・普通輝石  
斜長石は 1 ～  3 mm 大で多量である。累帯構造は著しくなく，ときに単斜  

輝石の包る物がある。部分的に曹長石化している。普通輝石は 1  ～  4 mm 

大で新鮮である。  

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・石英・アルカリ長石・黒雲母・パーガス石・燐  

灰石  
ピロタキシティックの織を呈する。石英･アルカリ長石・黒雲母およびパ  

ーガス石はパッチ状あるいは脈状をなす分結部に帯在する。  
＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 2 ) この標本番号は第 2 表の番号に対応し，地質図上に記された番号についても同様である。以下同様。 
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玄武岩熔岩は小坪沢北方，麻当川奥および横岩南方でみられ，厚さは 20～50 m で 

一般に節るが発達し，一部自る））岩となっている。岩石は紫蘇輝石岩岩石玄武岩・ 

岩岩石玄武岩・紫蘇輝石・普通輝石玄武岩などである。石基は 6 個のうち 1 個だけが 

c 型で，他はすべて d→c 型である。斑晶の種類によってⅢc，d→c，Ⅱd→c，Ⅴd 

→ c などの鉱物の黒わせがある。 

No．2 岩岩石玄武岩（Ⅲc） 

斑晶：斜長石・岩岩石  
斜長石は 0 .5～3 mm  大で多量で累帯構造は著しくない。一般に清澄であ  

るがときに虫喰状構造が発達し，そのなかに単斜輝石の包る物がある。岩  

岩石は 0 .3～1 mm  大でかなり多量で，鉄鉱・緑部鉱物などに変質して仮  

像をなす。周囲に単斜輝石の反応縁がある。  

微斑晶：単斜輝石  

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱・石英・アルカリ長石  

間粒状の織を呈する。石英およびアルカリ長石は他の鉱物の間 を間めて  

む量帯在する。  

No．5 普通輝石紫蘇輝石岩岩石玄武岩（Ⅴd→c） 

斑晶：斜長石・岩岩石・紫蘇輝石・普通輝石  

斜長石は 0 .3～3 mm  大で多量，比較的清澄で累帯構造はあまり著しくな  

い。岩岩石は約 0.3  mm 大で多量で，単斜輝石の反応縁をるする。紫蘇輝  

石および普通輝石は 1～2 mm  で大型であるが量はむなく，いずれも新鮮  

である。紫蘇輝石には単斜輝石の反応縁がある。  

石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱  

斜方輝石はむ量で，単斜輝石の反応縁をるする。  

2 次鉱物：鉄サポナイト・炭早塩鉱物・物石など  

 

Ⅱ．3 黒 石 沢 層 
 

黒石沢層（命名：斎藤で次（1951)15)）は藤倉川層を黒黒に）う，おもに安山岩火 

山黒部 岩・黒岩・砂岩などからなる地層である。黒岩のなかからはしばしば中下部  

中新世の海棲化石を産する。 

模式地 鷹巣町岩ノ目沢および上大沢から北東に入る沢の上流 

分布および層厚 本層はおもに図幅地域東部山地に，横岩南方から小森川流域にか 

けて南北に細長く分布し，一部田代町十ノ瀬山付近に分布する。本層の厚さは地域に 

より，著しく変化する。十ノ瀬山付近では層厚は約 100 m，横岩南方では約 200 m で 

あるが，南方に行くにしたがい，次第に厚さを増し，麻当川上流では約 700 m に達 

する。この南方の小森川流域ではさらに層厚を増すようであるが，地質構造が複雑で 

あるため，で確な値は明らかでない。 

岩相 本層はおもに黒岩・砂岩および安山岩火山黒部 岩からなり，これ らのなか 

に玄武岩）岩，まれに安山岩）岩および流紋岩）岩を挾む。 

礫岩は中黒岩～細黒岩で，黒はほとんど安山岩質のものであり，基質は一般に部 

質，ときに砂質である。黒を構成する安山岩は下部の大川目川層中のものとほゞ同様 

のものであり，また黒ののの度が良好でないことが多く，むしろ黒岩質火山黒部 岩･  

黒岩質部 角黒岩あるいは火山の黒岩と称するのが礫当のことが多い。  

砂岩は中粒～細粒で一般に部 質である。部 質物質は暗緑部～角緑部あるいは角   

紫部を呈するので全体として雑部である。 

砂岩と黒岩とは早規則に入り混じり，あるいは規則的に互層する。これらの砂岩お 

よび黒岩にはしばしば薄い部岩が挾まれており，がえば麻当川の上流と小森川の中間 

の山地における本層下部の黒岩および砂岩の層準，田代町山田北方の黒岩などのなか 

に見られる。部岩は部 質のもの，あるいは無層るでに部を呈するものであるが，湯  

ノ岱の西から北方に入る沢でみられる部岩は 黒部で，多くの植物のるるを含んでい  

る。 

上に述べた黒岩および砂岩中にはしばしば第 5 図に示すような異常堆積現象がみら 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 図  黒石沢層の黒岩および砂岩中の異常堆積 

1514 



 

れ，また同図（ B ）のがではの本かの断層がみられるが，この断層はそれに沿って周 

囲と同質の砂岩とが入り込んでいるところから，層内断層とみられる。 

安山岩火山礫凝灰岩は角緑～暗緑部で，ときに下部の藤倉川層中のもののように雑 

部を呈し，無層るのこともあり，よく成層することもある。火山黒はしばしば早石様 

の構造をるすることがあるが典型的な早石とはいえない。層岩は藤倉川層中の安山岩 

）岩とほゞ同質のようであるが，岩ノ目沢中流には次に述べる流紋岩）岩と同質の火 

山岩塊を含む部 角黒岩がある。  

玄武岩熔岩は上大沢から北東に入る沢の奥および麻当川上流から小麻当川上流にか 

けて分布し，節るの発達した堅部の）岩あるいは自る））岩からなる。 

岩石は斜長石の斑晶にむむ岩岩石玄武岩であるが，小麻当川の奥ではやむ安山岩質 

の所があり，この部分では普通輝石岩岩石安山岩である。 

No．17 岩岩石玄武岩（Ⅲb→c） 

斑晶：斜長石・岩岩石  
斜長石は 2 ～  8 mm 大で多量である。累帯構造は著しくないが，塵状物質  

あるいは単斜輝石の包る物を含むものがしばしばある。岩岩石は 0.3 ～ 2  

mm 大で多量で仮像をなし，単斜輝石の反応縁をるする。  

石基：斜長石・単斜輝石・岩岩石・鉄鉱  

間粒状の織を呈する。岩岩石はまれで，単斜輝石の反応縁をるする。  

安山岩熔岩は湯ノ岱東方でみられ，自る））岩で，岩石はる部鉱物が認められない 

斜長石斑状安山岩である。 

No．20 斜長石斑状安山岩（d→c） 

斑晶：斜長石  

斜長石は 0 .8～3 mm  大で多量である。累帯構造は著しくないが，部分的  

に曹長石化作用を受けている。  
石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱・珪長質物質  

ピロタキシティックの織を呈する。斜方輝石はまれで仮像をなし，単斜輝  

石の反応縁をるする。ときに脈状あるいはパッチ状をなす分結部があり，  

珪長質物質（アルカリ長石など）で間められている。  

流紋岩熔岩は岩ノ目沢中流および坊山の東方から北方に入る沢でみられ，厚さは 2 

～ 5 m で節るがよく発達している。 

No．23 流紋岩 

斑晶：斜長石・鉄鉱  

斜長石は 0 .5～4 mm  大で，曹長石化作用を受けたものが多いが，アルバ  

イト式双晶が残されている。  
石基：石英・長石・鉄鉱・燐灰石  

脱ガラス作用を受けて珪長石の織を呈するが，もとの流る構造がよく残さ  

れている。  

層位関係 本層と下部の藤倉川層とは漸移黒黒の関係にある。藤倉川層中の安山岩 

火山黒部 岩，本層中の安山岩火山黒部 岩・黒岩質火山黒部 岩などは岩相が類似    

しているため，区別の困難のことが多いが，藤倉川層中の安山岩火山黒部 岩が黒岩  

質となる層準を本層の下限とした。 

化石 十ノ瀬山の中瀬田沢上流の本層の黒岩質部 岩のなかから次の化石を産す  

る。 

Cardium sp. 

Cryptopecten yanagawaensis（NOMURA et ZIMBO）  

Placopecten akihoensis（MATSUMOTO）  

Brachiopoda 

 

 

Ⅱ．4 早 口 川 層 

 

早口川層（新命名）は黒石沢層を黒黒，一部早黒黒に）い，図幅地域東半部に広く 

分布する。本層は黒部部岩・早性早石部 岩・斜長石の斑晶を欠く岩岩石玄武岩など  

によって特徴づけられ，ときに海棲化石を産する。 

本層は上下を通じとくに著しい層相の変化はないが，中部の著しく岩岩石玄武岩類 

を伴なう部岩層をもって中部層とし，便宜的に下部層・中部層および上部層に区分し 

た。層厚は上部層では比較的一定した値を示すのに対し，中部層および下部層では地 

域により著しく変化する。しかし，下部層が薄い地域では中部層が厚いために本層全 

体としてみればかなり一定した層厚を示しており，その値は 700～1,000 m である。 

なお，図幅地域南東部の鷹巣町坊山付近には著しい異質部 角黒岩からなる地層が  

発達している。この地層は黒石沢層およびおそらく早口川層の一部を，早黒黒に）う 

という以外には層部関係を示す資料はない。隣接する太良鉱山図幅地域における知識 
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註3）などからみて一応早口川層下部層の早石部 岩に対比した。  
 

Ⅱ．4．1 早口川層下部層 
 

模式地 田代町外川層南方の沢および木越付近。異質部 角黒岩層は鷹巣町坊山付  

近。 

分布および層厚 本層は図幅地域東部に南北に細長く分布している。もっともよく 

発達するのは，早口付近から麻当川に至る地域であり，約 450 m の厚さがあるが南方 

および北方に行くにしたがい面速に厚さを減じ，とくに田代町岩野目北方，山田北方 

などではまったく欠除している。 

異質部 角黒岩層は図幅地域南部，坊山付近および異異館付近に分布するが，さら  

に南方の米内沢図幅地域に広くひろがっている。一般に無層るであって地質構造が明 

らかでないため，層厚の算定が困難であるが，まれに認められる層る（一般に走向 E 

-W，面斜 15～20ﾟS）をもって推定すればむなくとも 500 m に達するようである。 

岩相 本層の主体を構成するものは比較的下部の部岩・砂岩と，比較的上部の流紋 

岩早石部 岩とである。横岩南方などでは部岩のなかに流紋岩質早石部 岩が介在す   

ること，外川層南方の沢でみられる第 6 図のような関係などとから考えると，両者は 

大局的にみた場黒指交の関係にある可能性がある。前者のなかには玄武岩）岩および 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 3) 太良鉱山図幅地域西部で早口川層下部層の早石部灰岩が下部層に o ver lap  して，早黒黒関係をもって 

黒石沢層に接している。このような場所では，坊山付近のものに似た異質部灰角黒岩が発達しているこ 

とが多い。 

安山岩）岩が介在している。 

このほか，坊山付近に異質部 角黒岩層があるが，この地層は異質部 角黒岩・石   

英安山岩早石部 岩，および両者の混在したものからなり，これらのうち混在する岩  

相がもっとも著しい。 

泥岩は一般に 部であるが，しばしば炭質物を含むために暗 部を呈する。ときに   

よく成層するが，一般に無層るであることが特徴である。 

砂岩は中粒，一般に無層る，部 質である。砂岩は種々の層準に 伴なわれているが 

下部に多いようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，木越西方で地質図上に部岩および砂岩として塗部した所に，第 7 図のルート 

マップに示すように，藤倉川層を構成する安山岩）岩および安山岩火山黒部 岩によ  

く類似した岩石が露出し，部岩とは常に断層で接している。この付近は岩瀬川断層に 

沿う構造帯となっているために，上記の岩石は構造線に沿って衝上したものであるか 

もしれない。 

玄武岩）岩は一般に自る））岩であり，このなかにときに早規則の節るが発達す 

第 6 図  外川層から南方に入る沢の中流における部岩・安山岩）岩および流紋岩質早石部灰岩の関係

第 7 図  木越西方における藤倉川層類似の岩石の露出 
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る。岩石は岩岩石玄武岩である。 

なお田沢東方の本岩に属するとみられる火山角黒岩中の異質火山岩塊として，角閃 

石黒雲母花崗岩がみいだされた。 

No．25 岩岩石玄武岩（Ⅲb→c） 
斑晶：岩岩石  

大きさ 0.5～6 mm で多量で，鉄サポナイトに変化して仮像をなす。やむ早  

完全な単斜輝石反応縁をるする。  

石基：斜長石・単斜輝石・岩岩石・鉄鉱  

間粒状の織を呈する。岩岩石はむ量で完全に単斜輝石の反応縁でつむまれ  

ている。  

安山岩熔岩は外川層南方の沢の西側の面に典型的に露出し，こむでは比較的規則的 

な節るの発達した堅部な）岩であるが，その他の場所では自る））岩～火山角黒岩と 

なっている。岩石はガラス質の普通輝石紫蘇輝石安山岩である。 

No．27 普通輝石紫蘇輝石安山岩（Vd） 
斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱  

斜長石・紫蘇輝石・普通輝石のいずれも 0 .3～1 mm  大でむ量である。斜  

長石はやむ著しい累帯構造を示す。紫蘇輝石に反応縁はない。ときに斑晶  

が集まって集斑晶をなす。  

石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱  

ガラス基流晶質の織を示す。  

流紋岩軽石凝灰岩は角緑部～角 部を呈し，一般に無層るであるが，は式地や向黒  

沢から東方に入る沢の上流などではやむ成層する。しばしばガラス質のるるからなり, 

早石部 岩というよりむしろガラス質部 岩（  vitric tuff）と呼ぶのが礫当のことが 

ある。本岩はかなり均質な岩相をもっており，火山岩塊は含まれないことが多い。こ 

のため層岩の性質を明らかにすることが困難であるが，木越付近ではしばしば黒雲母 

が含まれること，太良鉱山図幅地域では早口川層下部の部 岩は，黒雲母流紋岩質の  

ものであることなどから推して，本岩も流紋岩質のものであろうと考えられる。 

異質凝灰角礫岩は一般に無層るでまれに成層する。異質岩塊は黒部部岩～部質岩岩 

および緑部化した藤倉川・黒石沢各層の緑部の部分に類似する岩石がもっとも多く， 

その他砂岩，まれに花崗岩質岩石が含まれている。これらの岩塊は一般に雑然と入り 

混じっているが，湯ノ岱南方の林用軌道沿いでは図版 2 に示すように黒部部岩の岩塊 

が一見レンズ状の夾みのように見えることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

石英安山岩軽石凝灰岩のもっとも典型的なものは異異館南方の坊川に沿ってみられ 

る。しばしば砂質となって成層する。早石の層岩は石英にむむ紫蘇輝石石英安山岩で 

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

m：黒部部岩のレンズ 

図版 2 湯ノ岱南方の林用軌道沿いでみられる早口川層下部層の異質部灰角黒岩 
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層位関係 本層の下限は下部の黒石沢層の上部の部岩が出現する層準とした。この 

境界の所ではとくに堆積の中断は認められず，ときには部岩中にの黒が混在して漸移 

的な岩相がみられることがあり，両者は黒黒関係にあると考えられる。小麻当のやむ 

上流から東北東に入る沢の奥では，本層の部岩が間に黒岩を欠いて直接玄武岩）岩の 

上に重なっている。早口川層と黒石沢層とは堆積環境が著しく相違するので，このよ 

うな関係は部分的早黒黒である可能性がある。 

坊山付近の異質部 角黒岩層はその分布からみても，黒石沢層を著しい 面斜早黒黒 

で）うようである。直接の関係は湯ノ岱南方の林用軌道沿いでみられる。こむでは第 

8 図のような関係で，下部の黒石沢層の緑部に変質した安山岩部 角黒岩と，上部の  

本層の異質火山黒を含むに 部の石英安山岩早石部 岩とが接している。接本面は完   

全に瘉着している。 
 

Ⅱ．4．2 早口川層中部層 
 

模式地 田代町大淵から中瀬田に至る早口川沿い。 

分布および層厚 本層は図幅地域北部の高
たか

仮
き

戸
ど

山付近から田代町大淵・中瀬田・早 

口・鷹巣町下大沢・小麻当などを経て図幅地域南部の四渡西方に至るまで，ほゞ南北 

に細長く帯状に分布し，途中の大淵から中瀬田の間および下大沢付近でかなり広い分 

布を示している。これと分布上離れて田代町山田付近にも本層が広く分布する。本層 

は地域による層厚の変化が著しい。これは次の岩相の項に述べるように，局地的に著 

しく厚い玄武岩類が介在するためである。は式地付近ではもっとも厚く，約 800 m に 

達するが，南方の早口付近では約 150 m と薄くなり，下大沢付近では約 500 m とふ 

たむび層厚が増大する。山田付近では約 700 m と推定される。 

岩相 本層はおもに部岩および玄武岩の）岩ならびに火山） 岩からなる。部岩は  

本層の分布地域全域にわたってほゞ一定の厚さをもってひろがるが，玄武岩は地域に 

より著しく厚くなり，あるいはまったく欠除する。 

泥岩は 部～暗 部を呈し，一  般に無層るでときにやむ成層する。南部の下大沢付 

近から四渡西方にかけてはやむ岩相が異なり，やむ部質の 部部岩と無層るの細粒～  

中粒砂岩とからなり，上部の早口川層上部層中のものによく類似する石英安山岩早石 

部 岩を挾るする。  

玄武岩の熔岩および火山砕屑岩は自る））岩・岩状）岩・部 角黒岩・集塊岩・火  

山黒部 岩などの複雑な累層である。）岩は鷹巣町岩谷北方・二本杉南方・下大沢南  

方・小麻当付近・田代町早口付近・山田付近などに分布する。一般に自る））岩で， 

このなかにときに早規則の節るが発達する。岩状）岩は二本杉南方（第 9 図参照)， 

 

 

 
 

 

 

 

山田付近などでしばしば見られる。火山） 岩は田代町大淵から中瀬田に至る早口川  

沿いから鷹巣町大畑北方にかけての地域にもっとも典型的に発達する。この地域では 

火山黒部 岩・部 角黒岩がの重にも成層し，これらのなかに薄い）岩が挾まれてい   

る。田代町本郷から北西に入る沢のこれら火山） 岩の最上部には第  10 図に示すよ 

うな）岩餅集塊岩（driblet agglomerate）がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩石は岩岩石玄武岩である。 

No．31 岩岩石玄武岩（Ⅲb→c） 

斑晶：岩岩石  

0.5～2 mm 大で炭早塩鉱物および鉄サポナイトに変化して仮像をなす。反  

応縁はない。  

第 9 図  鷹巣町二本杉南方の岩状）岩 
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石基：斜長石・単斜輝石・岩岩石・鉄鉱  

オフィティックの織を呈する。単斜輝石は非常に微弱な角紫部（ purp le）  

を示す。岩岩石はまれで単斜輝石の反応縁で完全にかこまれる。  

No．33 岩岩石玄武岩（Ⅲb→c） 

斑晶：岩岩石  

約 1 mm 大でまれで，変質して仮像をなし，やむ早完全な単斜輝石反応縁  

をるする。  

石基：斜長石・単斜輝石・岩岩石・鉄鉱  

オフィティックの織を呈する。単斜輝石のなかには角紫部（ purp l e）を呈  

するものがある。岩岩石はまれで単斜輝石の反応縁で完全にかこまれる。  

No．38 岩岩石玄武岩（Ⅲc） 

斑晶：斜長石・岩岩石・石英  

斜長石には 1 ～ 5 mm 大で虫喰状構造を呈するものがある。これはかなり  

曹長石分子にむむもののようで外来結晶と考えられる。このほかに多量に  

ある斜長石は 1 mm 大であり清澄である｡岩岩石は約 1 mm 大で鉄サポナイ  

トに変化して仮像をなす｡反応縁は認められない｡石英は約 2 mm 大のもの  

が 1 個あり，外来結晶と考えられ，周囲に反応縁状に単斜輝石が付着して  

いる。  

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱  

やむガラス質の間粒状の織を呈する。  

層位関係 本層の下限は早口川層下部層の流紋岩早石部 岩の上部の部岩の出現す  

る層準とした。これらの間の関係は黒黒である。 

化石 小森川中流，四渡の西方の本層の部 質砂岩から  Chlamys nisataiensis 

OTUKA を産する。また部岩中からは Sagarites を産する。 
 

Ⅱ．4．3 早口川層上部層 
 

模式地 鷹巣町田沢川中流 

分布および層厚 本層は鷹巣盆地東縁部，大館盆地西縁部および糠沢川上流地域の 

3 地域に分布する。鷹巣盆地東縁部ではもっとも典型的な層序および岩相がみられ， 

350～450 m の厚さがある。大館盆地西縁部ではおもに山田南方，一部小袴南方の割沢 

に分布し，前者の地域では厚さはむなくとも 650 m に達する。糠沢川上流地域では早 

口川層中部層と岩谷層との間に挾まれて，本層の上限と下限とがよく観察され，で確 

な層厚が得られるが，その値は小さく 100～120 m に過ぎない。 

岩相 本層はおもに石英安山岩早石部 岩と部岩とからなり，前者には石英安山岩  

）岩が，後者には玄武岩）岩および火山） 岩が伴なわれる。早石部 岩と部岩とは   

互層の関係にある。鷹巣盆地東縁部では部岩が比較的厚いために，これらを地質図上 

で分けることができるが，他の地域では部岩はレンズ状の夾みとして帯在するものが 

多く，早石部 岩として塗部してある。がえば山田の西方の角川に向かう多では厚さ  

約 60 m の部岩が挾まれている。 

石英安山岩軽石凝灰岩は一般に無層るで，ときにやむ成層する。しばしば部 角黒  

岩となる。とくに中瀬田南方の林用軌道沿いでは早石の大きさが 1 ～ 2 m の大きさに 

達し，また緻密な石英安山岩の火山岩塊を含む部 角黒岩～火山角黒岩となっている｡  

これら早石部 岩は一般に斜長石および角閃石の結晶を含んでおり，その層岩は次に  

述べる角閃石石英安山岩と同質のようである。しかし中瀬田南方の林用軌道沿い，早 

口川河口などの部 角黒岩のように多量の石英の斑晶が含まれることがある。  

石英安山岩）岩はおもに小麻当川流域に分布し，中心部は節るの発達した）岩であ 

るが，下部は自る））岩となり，部 角黒岩を経て次第に早石部 岩に移化する。岩   

石は石英の斑晶を欠く角閃石石英安山岩である。 

No．49 角閃石石英安山岩 

斑晶：斜長石・普通角閃石・鉄鉱  

斜長石は 1 ～  4 mm 大，む量，清澄で累帯構造は著しくない。浸液法によ  

り屈折率を測定すると n1＝ 1 .547～1 .551  でアンデシンに属する。普通角  

閃石は約 0.5 mm 大でまれである。  

石基：長石・珪早鉱物・黒雲母・燐灰石  

ガラス基流晶質～珪長岩質の織を呈する。  

泥岩は 部～暗 部，無層るでときに成層する。しばしばやむ部質の 部岩岩を挾    

るし，あるいはこれと互層する。まれに典型的な部質岩岩があるが，これは七日市東 

方，川口北東方（早石部 岩中のレンズ）でみられる。  

玄武岩の熔岩および火山砕屑岩は一般に部岩に伴なうが，二本杉付近，川口北方な 

どでは早石部 岩と互層している。おもに自る））岩（部分的に節るが発達する）・  

部 角黒岩・火山黒部 岩などからなっている。   

No．40 岩岩石玄武岩（Ⅲb→c） 

斑晶：岩岩石  
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0.5～3 mm 大，多量で鉄サポナイトに変化して仮像をなす。 

石基：斜長石・単斜輝石・岩岩石・鉄鉱  

間粒状の織を呈する。岩岩石は単斜輝石に完全にかこまれている。  

No．45 斜長石斑状玄武岩（d→c） 

斑晶：斜長石  

2 ～ 3 mm  大のものがむ量ある。累帯構造は著しくない。  

石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱  

斜方輝石は 0 .3～0 .5  mm  大の長柱状をなして斜長石とオフィティックの  

織をなし，単斜輝石は  0 .1～0 .2  mm  大で斜長石と間粒状の織をなし，ま  

た斜方輝石の周囲に反応縁をなして付着する。  

No．47 普通輝石岩岩石玄武岩（Ⅳc） 

斑晶：斜長石・普通輝石・岩岩石  

斜長石は 0.2～5 mm  大で著しく多量で累帯構造は著しい。普通輝石は 0.5  

～ 4 mm でむ量で，岩岩石は約 1 mm 大でむ量で単斜輝石の反応縁をるす  

る。  

微斑晶：斜長石・単斜輝石 

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱  

間粒状の織～ガラス基流晶質の織をなす。  

層位関係 本層の下限は早口川層中部層の上部の，石英安山岩早石部 岩が多量に  

出現する層準とした。これらの間の関係は黒黒である。 

 

Ⅱ．5 岩 谷 層 
 

岩谷層（新命名）は東北裏日本油田地域で女川層・草薙
くさなぎ

層の名で知られている部質 

岩岩や，これと指交する部 質砂岩・安山岩（萩 ノ方山安山岩)･玄武岩などによって 

特徴づけられている。部質岩岩は珪藻を産し，鷹巣町では稼行鉱床を形成している。 

本層は早口川層を黒黒に）っている。 

模式地 鷹巣町岩谷付近・藤里村滝ノ沢流域 

分布および層厚 本層の分布は早口川以西にかぎられ，その東半部は本図幅地域 

に，西半部は北隣の太良鉱山図幅地域内に分布する（第 11 図参照)。 

本層は萩ノ方山背斜付近を境にして著しい層厚の変化を示す。すなわち，その東側 

では比較的薄く 300～400 m にすぎないが，西側では最大 1,000 m 前後に達する。ま 

た，茂谷山背斜付近を境にして同様の変化がみられ，その西側地域では 200 m 前後 

にまで薄くなる（この関係は太良鉱山・中浜図幅地域内で観察される15)30)）(第 12 図 

および第 13 図参照)。 

岩相 本層は主として部質岩岩，部 質砂岩および安山岩と玄武岩との火山） 岩   

からなり，これらが複雑にかみあっている。萩ノ方山背斜および茂谷山背斜付近を境 

にして，これらの岩石の量比に著しい変化がみられ，上記の層厚変化とよく対応して 

いる。すなわち，萩ノ方山背斜から東の地域では部質岩岩を主とするが，その西側の 

萩ノ方山背斜と茂谷山背斜とに挾まれる地域では部 質砂岩と火山） 岩とが多く  , 

部質岩岩は東側に較べて薄くなる。さらに茂谷山背斜の西側では，これらの砂岩や火 

山岩類が消滅してふたむび部質岩岩が優勢になる（第 12 図参照)。 

硬質頁岩は早動滝背斜から東では 300m 前後，萩ノ方山背斜～茂谷山背斜間では120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図版 3 二ツ井町小繋東方約 1 km の鉄道踏切脇の岩谷層の直立した部質岩岩 
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第 11 図  早口川層中上部，岩谷層および藤琴川層の地質概略図  



 

 

 

 

第 12 図  岩谷層および藤琴川層下部のは式層序断面図（東西方向）  



 

 

 

 

 

第 13 図  七座背斜萩ノ方山背斜の西側地域の柱状図



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図版 4 藤里村大開付近（太良鉱山図幅地域の南西隅）でみられる岩谷層の部質岩岩の過褶曲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
f：断層 

図版 5 東 南方でみられる岩谷層の部質岩岩層の背斜部に生じた断層  

m 前後のそれぞれほゞ一様な厚さで連続しているが，上記の背斜軸付近では膨縮著し 

く，ときに尖滅することがある。部質岩岩は非常に明瞭な板状層るをるし，ときに部 

質砂岩や早石部 岩を挾む。この板状層るは数   cm の単部で頻繁に繰り返す帯黒の 

縞状構造に由来している（図版 3 )。この黒部部は。 部～ 部の緻密，堅部な部   

岩や珪質の岩岩からなっている。珪質岩岩は非常に微細な葉るを示し，ときに無葉る 

の燧石レンズを挾む。帯部部は黒部部に較べてやむ粗粒であるが，やはり微細な葉る 

をるする。そのを化面は帯部～角を部を呈するが，新鮮な断口部は角 部で部質のを  

象をうける。これら帯黒の両帯は新鮮部ではいずれも 部をおびているにもかむわら  

ず，を化部では非常に対照的な部調をるする。概して，肉眼的観察からは帯部部は黒 

部部に較べてやむ部 質なを象をうける。これらはいずれも板状あるいは角る状のる  

るに）け，その断口部は貝殻状を呈する。 

部質岩岩は他の岩石に較べて，非常に激しい褶曲を示すことが多く，層間褶曲に近 

い性格をもっている。またそれらの褶曲軸の付近には，衝上性の逆断層が発達するこ 

とが多い（図版 4 および 5 )。 

部質岩岩に挾まれる部 質（安山岩質）砂岩は暗青緑部～黒部を呈し，萩 ノ方山火 

山岩に近づくとその夾みが多くなる。 

早石部 岩は軽感をるするオリー軽部の早石ないしガラス質レンズからなってい  

る。ときに 5 ～10 m の厚さに達し，鍵層として追跡することができる。 

さらに，部質岩岩中にはまれに珪藻土の夾みがみられるが，鷹巣町小田付近の背斜 

軸部では厚く発達し，現在大規はに採掘されている。 

また，麻生（旧七座村）東方の阿仁川沿岸ではこの部質岩岩中に，厚さ約 5 m の輝 

石安山岩の部 角黒岩が挾まれている。  

凝灰質砂岩は主として萩ノ方山背斜と茂谷山背斜との間に分布し，厚さの変化にむ 

み，安山岩や玄武岩の火山） 岩と指交する。  

それは新鮮部では比較的堅く暗青緑部を呈するが，を化すると黒く変部し，それを 

構成する砂粒や火山黒に分解する。主として中粒～粗粒の砂岩からなるが，ときに大 

豆～豆頭大の安山岩黒を含み，砂質の火山黒部 岩ないし部 角黒岩の様相を呈す   

る。これらの火山黒は角部あるいは黒部を呈し，暗緑部の基質部（マトリックス）と 

の間に著しい部彩的対照を示し，雑部性のを象をあたえる。中～粗粒砂岩と火山細黒 
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岩とが互層するため比較的層るにむんでいるが，ときには 20～30 m に亘って層るを 

欠き塊状を呈することもある。また一枚の砂岩層中でその基底部から上部に向かって 

構成物質の粒径が小さくなる，いわゆる「級化層る｣（graded bedding）がみられ 

ることもある。萩ノ方山火山岩類に接近すると，次第に火山黒部 岩や部 角黒岩の   

夾みを増し，ついにはこれによっておきかえられてしまう。 

部 質砂岩（中粒）（採凝地凝藤里村滝 ノ沢上流） 
主としてガラス質安山岩と斜長石の角ばったるるからなり，それらの間を繊維  

状の緑部の粘土鉱物がうめている。砂岩中に肉眼でも多数の角い砂粒が認められ  

るが，これらは角鉄鉱化したガラス質石基をもつ安山岩の細るである。そのほか  

緑部石化したガラス質石基をもつ安山岩のるるも認められる。  

萩ノ方山安山岩 

この安山岩類は主として早動滝背斜や萩ノ方山背斜の周辺に分布し，その西方延長 

部は北隣図幅地域内に厚く発達している。 

これらはいずれも背斜軸部に帯在しその下限がみられないため，で確な厚さは測定 

できないが，およそ 5 ～200m（＋）である。北隣地域ではさらに厚く最大 800 m に達 

する。 

この安山岩類は紫蘇輝石普通輝石安山岩の火山） 岩を主とし，まれに）岩を伴な  

う。このほか部 質砂岩や部質岩岩の薄層を挾む。火山） 岩には火山角黒岩や部   

角黒岩が多く，これらは 大～角頭大の火山岩塊とその間をうめる火山 や火山黒の   

基質からなっている。この基質は蛋帯石化していることがある。ことに基質のむない 

火山角黒岩では，火山岩塊の間を蛋帯石の細脈が亀甲状に充塡し，自る））岩との区 

別が困難な場黒もある。この蛋帯石化作用は早動滝背斜や萩ノ方山背斜付近のものに 

かぎられ，北隣地域の安山岩類にはみられない。）岩には自る）状のものと，塊状で 

一部柱状節るの発達するものとがある。 

この安山岩は堅部，緻密なガラス質安山岩が多いので，を化作用に対して著しく抵 

抗性が強く，面峻な地形をつくりやすい。その断口部は黒部で軽状光沢をるする。 

No．60 普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd ） 

斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱  
斜長石は 0 .5～3 mm  大で多量である。清澄でときに単斜輝石の包る物が  

あり，累帯構造は一般に著しい。紫蘇輝石は 0 .5～3 mm  で多量で反応縁  

はない。普通輝石は 1  ～ 6 mm 大でかなり多量である。集斑晶がある。  

石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱  

ガラス基流晶質の織を呈する。ガラスは 部である。  

No．62 普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴe ） 

斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱  

斜長石は1～5 mm  大で多量，清澄で累帯構造が著しい。紫蘇輝石は約1 mm 

大で多量で反応縁はない。普通輝石は 1 ～  2 mm 大で斜長石・鉄鉱ととも  

に集斑晶をなすことが多い。  

石基：斜長石・斜方輝石・燐灰石・鉄鉱  

ガラス基流晶質の織を呈し，ガラスはわずかに 部を帯びている。  

玄武岩は主として萩ノ方山背斜と今泉北西方の小背斜との軸部に露出し，安山岩類 

の上にのっている。そのほか早動滝背斜と鷹巣町一通部落付近とにわずかに分布する 

のみである。北隣地域では部質岩岩層の下部に連続的に発達し，小比内沢上流では 

250 m 前後の厚さを示す（第 11 図参照)。 

主として岩岩石玄武岩の火山黒部 岩と部 角黒岩とからなり，著しい変質作用を   

蒙っている。火山黒や火山岩塊中には杏仁状物石･緑部石・蛋帯石などが生じている｡ 

この著しい変質作用のためを化しやすく，ぼろぼろにくずれるので洪水時などに山崩 

れを起こすことが多い。を化面は黒部を呈し，深部にまで及んでいるため新鮮な部分 

の部を観察することは非常に難かしい。まれにみられるやむ新鮮な断口部は暗青緑部 

を呈するが，空気にさらされるとたちまち黒変する。 

No．53 岩岩石玄武岩（Ⅲc） 

斑晶：斜長石・岩岩石・鉄鉱  

斜長石は 0.5～1 mm  大で多量，清澄でやむ累帯構造をなす。岩岩石は 0.5  

～ 2 mm 大でかなり多量，炭早塩鉱物に変化して仮像をなす。反応縁は認  

められない。鉄鉱はまれである。  
石基：斜長石・単斜輝石  

間粒状の織を呈する。  

No．56 岩岩石普通輝石紫蘇輝石玄武岩（Ⅴc） 

斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・岩岩石  

斜長石は 0.5～4 mm  大で多量，清澄で累帯構造は著しくない。ときに単斜  

輝石の包る物がある。紫蘇輝石は約 1  mm  大で多量，単斜輝石の反応縁を  

るする。普通輝石は 2 ～ 4  mm 大でむ量である。岩岩石は 0.3～1 mm 大  

で多量，単斜輝石反応縁をるする。  

石基：斜長石・単斜輝石・鉄鉱  
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ピロタキシティックの織を呈する。  

化石 部質岩岩中からは次のような珪藻が報告されている2)23)。 

Cosinodiscus Haradai PANT. 

C.     oculus iridis EHR ENBERG 

C.     obscurus A. S. 

C.     robustus GREV. 

Melosia sp. 

さらに，部質岩岩にはむ量ながら Sagarites chitanii MAKIYAMA を産する。 

層位関係 本層と下部の早口川層とは黒黒関係にある。萩ノ方山背斜から東の地域 

では，早口川層上部の早性早石部 岩が部質岩岩にかわる層準を本層の下限とし，そ  

れより西の地域では，萩ノ方山安山岩が早性早石部 岩，あるいは早石部 岩黒部部   

岩互層にかわって出現する層準をその下限とした。 
 

Ⅱ．6 一
い つ と

通
おり

 層 
 

一通層（命名：井上武・川尻茂三・上田良一（1959)29))は大館盆地における唯一の 

油田第三系相当層である。本層からは化石が未発見であるが，岩相の点から，岩谷・ 

藤琴川および小比内沢の各層に対比されるものと考えられる。層序をたてる都黒上， 

大館図幅地域の一部も黒わせ調査したので，その結果を次に述べる。地質図は第 14 図 

の通りである。 

模式地 大館市二井田，割沢 

分布および層厚 本層は大館盆地の西縁部に小さな盆状構造をなして分布し，本図 

幅地域ではその北西の一部がみられる。層厚は総計 750 m に達し，その内訳は下部か 

ら，部質岩岩 300 m，黒部部岩 250 m，早石部 岩  150 m および砂岩 50 m である。 

岩相 本層は下部から部質岩岩・黒部部岩・早石部 岩および砂岩の順に累重して  

いる。 

部質岩岩は 部でやむ部く，細かい葉るがよくみられる典型的ないわゆる“部質岩  

岩”で，油田地域の女川層によく類似する。 

黒部部岩は 部～ 部で，一般に明瞭な層るはみられず，非常に塊状の感じがあ   

る。露頭では細角状に割れて，典型的ないわゆる“黒部部岩”で油田地域の船川層に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく類似する。しばしば砂質となり，このなかに海緑石を含む。最下部に緑部に変質 

した早石部 岩があり，このなかに部質岩岩の黒が含まれることがある。  

早石部 岩は 帯部を呈し，やむ成層し早規則にに部のシルト岩を挾む。早石を水   

簸してみると多量の石英・斜長石・角閃石および鉄鉱ならびにむ量の紫蘇輝石が得ら 

れ，層岩は紫蘇輝石角閃石石英安山岩質のものと考えられる。 

砂岩は青 部，無層るの細粒砂岩であるが，最上部の部分は未砂結で部らかく，む  

量のの黒を含んでいる。 

層位関係 下部の早口川層上部層の早石部 岩とは黒黒である。  

第 14 図  一 通 層 地 質 図 
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Ⅱ．7 藤 琴 川 層 

 

藤琴川層（新命名）は油田地域で船川層・古口層などの名で知られている黒部部岩 

によって代表される層準であるが，本地域では砂岩や火山岩類を多量に産し，その縁 

辺相を示し，ところによっては乱堆積がみられる。黒部部岩にはサガリテスが，砂岩 

からは貝化石や脊椎動物の遺骸が産する。岩谷層には黒黒に重なっている。 

模式地 藤里村高石沢―金沢間の藤琴川沿岸 

分布および層厚 本層は図幅地域西半部のほゞ全域に亘って連続的な発達を示す。 

本層は岩相とともに層厚も著しい変化を示し，ことに萩ノ方山背斜～七座背斜付近と 

茂谷山背斜付近とを境にしてその変化が著しい。すなわち萩ノ方山背斜東方の地域で 

は 50～200 m にすぎないが，それより西の地域では 600～1,000 m に達する。さらに 

茂谷山背斜から西の地域では下部の素波里
す ば り

安山岩だけでも 800 m 前後の厚さをるし， 

全体では 1,000 m を超える。南北方向の層厚変化は前記の東西方向のそれに較べると 

あまり大きくない（第 11 図，第 13 図，第 15 図，および第 16 図参照)。 

岩相 本層は岩相の変化著しく，黒部部岩のほかこれと複雑に指交する砂岩（非部 

質）・部 質砂岩・安山岩火山） 岩（素波里安山岩）・早性早石部 岩（七座部     

岩）などからなる。東西方向の岩相変化は南北方向のそれよりも大きく，萩 ノ方山 

背斜と七座背斜とを結ぶ線の両側でとくに著しい。すなわち，その東側地域では黒部 

部岩を主とするが，西側地域では砂岩や安山岩火山） 岩のほか早石部 岩が非常に   

多い。さらに西方の茂谷山背斜付近では部岩はほとんどなく，砂岩や火山） 岩など  

の粗粒堆積物のみからなる。また本層の中上部では梅内背斜，滝ノ沢ドー段などのよ 

うな小背斜の部分でも，層厚や岩相に変化が生じている（第 15 図参照)。 

南北の方向では，南から北に向かって粗粒堆積物が多くなる面向がある。 

素波里
す ば り

安山岩は主として萩ノ方山背斜以西に分布し，滝ノ沢ドー段，梅内背斜，茂 

谷山背斜の中軸部に露出し，ほゞ北西-南東の線上に南ぶ。部 質砂岩と指交し，藤  

琴川層の下部を占める。厚さは下限がみえないため測定できないが，西隣地域の粕毛 

川流域では非常に厚く 800 m を超える。 

主として紫蘇輝石普通輝石安山岩の部 角黒岩・火山角黒岩・）岩などからなり，  

みかけは萩ノ方山火山岩中の安山岩類とほとんど変わらない（図版 6 )。またこの安 

山岩中にも蛋帯石の細脈が多数発達している。滝ノ沢ドー段を構成する火山岩の上限 

付近には海緑石砂岩が発達し，部 角黒岩の基質に海緑石が生じているところもあ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

る。ことにドー段西翼部の湯ノ沢滝上流付近では厚さ 10 m を超える海緑石砂岩が発 

達し，かつて稼行されたことがある。この砂岩にともなって貝殻砂岩（Pectinid-Bra- 

chiopod 群集）が産する。この海緑石砂岩の発達する滝ノ沢ドー段周辺では上部の地 

層が薄くなっており，これは貝化石群集の生態的特徴21) とあいまって海緑石の成因 
5)註4)を考察するうえに重要な事実である。 

なお，この海緑石砂岩と貝殻砂岩との一部が蛋帯石化していることもある。 

上記の貝殻砂岩からは次のような種属が産する（産地：藤里村湯ノ沢温泉の上流約 

200 m の地点)。 
＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 4) 海緑石は砂岩層中にもっともよく発達し，堆積作用の中絶期の産物で，ことに海部相の堆積物に多いと 

いわれており，一種の海底を化の産物と考えられている。 

また，P e c t en  類は腕足類（B r a c h io p o d a）や蘚苔類（B r y o zo a）と共帯することが多く，波の 

荒い所とか水流の速い所（水道・堆の頂部・海底火山や火山島など）の堆積物に多く，早素の供給のよ 

い所に好んで棲息すると考えられている。 

図版 6 藤琴川層素波里安山岩の部灰角黒岩 

藤里村滝ノ沢ガロ峡 
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第 15 図  藤 琴 川 層 の は 式 層 序 断 面 図  

A 東西方向（褶曲軸と直交する方向） B 南北方向（褶曲軸に平行する方向）



 

 

 

第 16 図  七 座 背 斜 の 東 側 地 域の 柱 状 図 
（凡がは第13図と同じ) 



 

Lima yagenensis OTUKA 

Chlamys kaneharai（YOKOYAMA）  

Chlamys cf. swiftii（BERNARDI）  

Brachiopoda 

Carcharodon megalodon（CHARLESWOR TH）  

No．63 普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd ） 

斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱  

斜長石は 0 .5～4 mm  大で多量で累帯構造が著しい。大型のものはすべて  

虫喰状構造をなす。紫蘇輝石は 0 .5～2 mm  大で多量で，反応縁はない。  

普通輝石は約 1 mm 大でむ量である。集斑晶が多い。  

石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱  

ガラス基流晶質の織を呈し，ガラスはわずかに 部を帯 びている。  

凝灰質砂岩は萩ノ方山背斜以西に分布し，藤琴川層の下部と中部とに発達する。下 

部のものは約 250 m の一様な厚さでひろがっているが，滝ノ沢ドー段，梅内背斜，茂 

谷山背斜付近では安山岩類（素波里安山岩）に移行する。この砂岩は安山岩質で岩谷 

層の部 質砂岩とほとんど同質であるが，ときに海緑石砂岩を挾む。茂谷山背斜東翼  

の砂岩は角閃石にむむ早石部 岩と頻繁に互層する。この早石部 岩は西隣地域の素   

波里安山岩中に厚く発達している。 

藤琴川層中部の部 質砂岩は藤琴川―粕毛川に挾まれる三角地域に発達し，下 部の 

細粒～中粒砂岩(非部 質砂岩 )から漸移する。また両者の間には厚さ数 m の早石部 

岩が挾まることがある。この砂岩は早石や安山岩黒を多量に含み角青 部を呈する  

が，を化すると 帯部～。 部に変わり，黒や早石がとび出して非常にががの多い露   

頭面をつくる。一般に塊状で堅いが，上部では早石部 岩を挾み層るの発達がよい。  

茂谷山背斜の東翼では上部七座部 岩層との間に厚さ  10～30 m の黒岩が発達する。 

黒岩は主として直径 5 ～20 cm のの～亜の黒からなり，まれに直径 60 cm にも達する 

ものもある｡黒には萩ノ方山火山岩や素波里安山岩中の両輝石安山岩がもっとも多く, 

まれに部質岩岩や花崗閃緑石などが含まれている。この黒岩は非常に堅く，滝をつく 

ることが多い。 

下部七座凝灰岩は北部と南部とにわかれて分布し，北部の藤里村地域では主として 

萩ノ方山背斜と梅内背斜との間に分布し，南部では七座背斜の中軸部に分布する。 

A）北部地域 藤里村地域のものは上下で岩相を異にし，下部は主として黒部 

部岩と互層する縞状早性部 岩からなり，上部は塊状の早性部 岩からなる。これら   

はいずれも消長をともにし，背斜部で薄く，向斜部で厚くなる面向がある。 

下部の縞状早性部 岩は萩 ノ方山背斜南縁部と梅内背斜東翼部とで黒部部岩に移り 

変わる。その厚さは萩ノ方山背斜西翼で 100 m 前後，滝ノ沢ドー段周辺部では薄く 

10～30 m 前後で，一部は下部の安山岩類と指交している。 

上部の塊状早性部 岩は最大  120 m 前後の厚さを示す。 

萩ノ方山背斜から東の地域では，藤琴川層の基底に数 m の厚さで観察されるにすぎ 

ない。 

A-1) 縞状早性部灰岩 主として流紋岩質部 岩と黒部部岩との互層（ 10～ 

50 cm 単部）からなり，下部に部岩の夾みが多い。そのほか角青緑部の中粒砂岩が挾 

まれているが，これは比較的部らかく板状にはがれる。部 岩は細粒～中粒で，帯部  

～角緑部を呈し，緻密で堅い。さらに層るも非常に明瞭である。 

また縞状部 岩は滝 ノ沢ドー段周辺では薄くなり，海緑石砂岩に移化する。 

この部 岩類は上部の塊状早性部 岩に較べると次のような特徴をそなえている。   

1) 細粒～中粒の部 岩と砂質部 岩～層 岩とがおもで，早石部 岩や火山黒部     

岩のような粗粒堆積物はむない。  

2) 粒度の異なる部 岩が互層するため，層るにむんでいる。  

3) 緻密である。 

それぞれの特徴をまとめると第 4 表の通りである。 
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帯部の細～中粒の部 岩（採凝地凝藤里村金沢付近）  
。 部を呈する繊維状ガラス質物を主とし，その間に斜長石・石英の結晶るが  

散在し，まれに微晶質岩るや海緑石るがみられる。またこれらの部灰岩中にとき  

おり認められる 1 mm 前後の薄い黒部の縞のなかには，磁鉄鉱・ジルコン・ザク  

ロ石などの重鉱物類が帯在する。  

A-2) 塊状早性部灰岩 この部 岩類は藤琴川の両岸でやむ異なった岩相を  

呈する。すなわち，西岸地域のものは東岸地域のものより粗粒の火山噴出物が多く， 

主として火山黒部 岩や部 角黒岩からなる。その基質は輝石含る角閃石黒雲母流紋   

岩質の帯部早石部 岩からなり，よく砂まっている。岩帯作用をうけているようで，  

新鮮部でも緑部を呈することはほとんどない。を化した部分は帯い早石粒をうめる細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粒の火山 が粒部を帯びている。火山黒と火山岩塊とは主として直径  3 mm ～ 30 cm 

の流紋岩からなり，ほかに安山岩・部質岩岩・黒部部岩などを伴なう。一般に角ばっ 

ているが，まれにの～亜の黒状のものもある。一方，藤琴川東岸の部 岩は主として  

角緑部の早石部 岩からなり，まれに直径数  mm 程度の火山黒を含む。を化すると帯 

部の早石粒の間をうめる細粒物質が粒部に染まり，これらが複雑に入りまじって斑紋 

様の外観を呈する。 

これらはいずれも塊状で層るにるしいが，まれに厚さ 2 ～ 3 m 程度の黒部部岩を挾 

む。 

B) 南部地域 七座背斜の中軸部に 50～60 m のほゞ一様な厚さで分布してい 

る。主として早石部 岩と細粒～中粒の部 岩との互層（  20 cm ～ 3 m 単部）から 

なり，黒部部岩や海緑石砂岩を伴なう（図版 7 )。部 岩はいずれも角緑部を呈し，  
図版 7 二ツ井町小繋トンネル東口でみられる下部七座部灰岩

（黒部部岩を挾む突出部が部灰岩） 

図版 8 岩谷層下部七座部灰岩中の海緑石砂岩のなかに産する鯨の肋骨

鷹巣町今泉南方の米代川北岸 
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を化すると 帯部～に 部に変部する。またこれらは比較的堅いが，ことに細～中粒   

部 岩は緻密で堅い。中粒部 岩の一部は砂岩様の外観を呈し，縞状の炭質物を挾む   

ことがある。海緑石砂岩は本層の上下限付近に発達しているが，ことに下限付近では 

枚数も多く厚さ 8 m にも達するものがある。普通は数 10 cm ほどである。海緑石砂 

岩は中粒～粗粒で，を化すると暗 部を呈し，早石粒を含むものもある。鷹巣町今泉  

南方の米代川沿岸では，この砂岩中に鯨の肋骨のるるが産出する（図版 8 )。 

また小繋東方の鉄道踏切付近には，厚さ 10 m 前後の黒曜石様の流紋岩質）岩，な 

いし部 角黒岩が挾まれている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概して，この地域の部 岩は層るにむみ，黒部部岩や海緑石砂岩を挾む点では北部  

地域の縞状早性部 岩に似ている。  

黒色泥岩は暗 部の部岩ないしシルト岩を主とし，まれに早石部 岩・砂岩などの   

薄層を挾む。一般に塊状で層るにるしく，を化すると 帯部のもろい小角るに）ける  

（図版 9 )。その露出面は硫に状粉末に）われていることが多い。七座背斜中軸部の 

下部七座部 岩の下部に分布する部岩は，上部のものよりはやむ細粒，緻密で板状あ  

るいは鱗る状の割れ目が発達し，サガリテスを多産する。金沢―奥小比内部落の間に 

分布し，下部七座部 岩と指交する部岩は，部 質でやむ粗く，を化すると帯っ分い   

小角るに）ける。鷹巣町岩谷付近では砂層の夾みが多く，乱堆積が発達している（図 

版 10)。 

黒部部岩には石英・斜長石・早石などのるるのほかに鉄鉱の微粒子が含まれてい 

る。 

砂岩（非凝灰質）は滝ノ沢ドー段の東側の向斜部や，藤琴川と粕毛川とに挾まれる 

三角地域・今泉付近・小田背斜付近などに黒部部岩と指交関係をもって発達する。極 

微～中粒の砂岩からなり，部岩・早石部 岩・細黒岩などの夾みをもつ。藤琴川―粕  

毛川地域の砂岩は上部の黒質の部 質砂岩に漸移する。この砂岩は一般に暗 部～暗   

緑部を呈するが，を化すると 帯部になり，硫に状粉末の緑緑を生ずる。概して，塊  

状，緻密であるが，機械的を化に弱く比較的低平な地形をつくることが多い。ときお 

り，貝化石を産する。 

上部七座凝灰岩は下部七座部 岩と同様に，主として萩 ノ方山背斜の西に分布す 

る。この部 岩は七座背斜の西翼― 傒后坂
きみまちざか

公園～高岩神社付近でもっとも厚く，350 

～400 m であるが，北に向かって漸次層厚を減じ大川目部落付近で 30 ～ 40 m とな 

り，滝ノ沢ドー段の南方で一旦尖滅し，藤琴川以西でふたむび 100 m 前後に層厚を恢 

復する。一方，七座背斜の東翼では米代川の南方で 150 m 前後の厚さを示すが，北方 

に漸次薄くなり，萩ノ方山背斜南縁部でほとんど消滅する。 

この部 岩は下部七座部 岩と同様に輝石含る角閃石黒雲母流紋岩質であるが，滝   

ノ沢ドー段南方の尖滅地点の東西で岩相に著しい相違がみられる。すなわち，その東 

側では主としていわゆる「大谷石」に似た角緑部の縞状部 岩からなるが，西側地域  

では主として「シラス」とよばれるような帯部の塊状早石部 岩からなっている（図  
図版 9 藤琴川層中の黒部部岩 

二ツ井町梅内西方の道路沿い（能代図幅地域東部）
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図版 10 鷹巣町岩谷の川岸でみられる岩谷 

版11 および 12)。本図幅地域内では両者の上下関係はわからないが，西隣の「能代」 

図幅地域内では塊状早石部 岩が縞状部 岩  の上に黒黒に重なっている。 

A) 縞状早性部灰岩 この部 岩は上部と下部とで岩相がやむ異なっている｡  

下部は直径 2 ～ 5 mm の部質岩岩黒を多量に含み，砂質～細黒質の部 岩の夾みが多  

いが，上部は主として早石部 岩と細～中粒部 岩との互層からなり，黒はむない。   

七座背斜の西翼には上・下部層ともに発達しているが，東翼には上部層が欠けてい 

る。これらはいずれも角緑部で層るにむむが，ことに上部層は堅く部 に対する抵抗  

性が強いため，下部の黒部部岩との示部的部 によって，著しいケスタ地形を生じて  

いる。したがって，上部層を欠く背斜東翼部よりも，これをるする西翼部に著しいケ 

スタ地形の発達がみられる。 

上部層を構成する早石部 岩は多孔質で，そのを化面は非常にががにむみ 帯部～   

に 部を呈する。細～中粒部 岩は一部珪化作用をうけて非常に堅くなり，に鉄鉱を   

生じている。 

米代川南岸の黒部部岩中に厚さ 5 ～ 15 m の異質火山黒部 岩の夾みがみられる。  

火山黒は主として流紋岩・部質岩岩・安山岩・砂質部岩・緑部岩などの角黒からな 

り，直径 1 ～ 4 cm 程度のものが多いが，まれに 20 cm を超えるものもある。基質は 

斜長石と石英とを主とし，まれに黒雲母を含む結晶部 岩  (crystal tuff) からなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

層の砂岩・部岩の異常堆積 
 

B) 塊状早性早石部灰岩 帯部塊状の早石部 岩からなり，比較的部らかく  

深い峽谷をつくる。早石は普通，直径数 cm 程度のものが，多いがときに長径 30～40 

cm，短径 10～15 cm の楕の体をなすものもあり，淘汰はあまりよくない。藤琴川沿 

岸では早石を核とする火山豆石(径 2 ～ 3 cm）が多数含まれている。そのほか，安山 

岩・部質岩岩・黒石部岩・緑部岩などのの角黒（径 5 ～ 20 cm）が含まれている。こ 

とに部 岩層下部の黒部部岩が尖滅する梅内背斜以西の地域では黒部部岩の角黒が多  

量に含まれ，ときには長径数 m にも達するものがあり，一部は下部層を削って堆積し 

た可能性がある。 

このような点からこの早石部 岩は早石流堆積物とも考えられる。  

これらの特徴をとりまとめると第 5 表のようになる。 
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層位関係 本層は下部の岩谷層に黒黒に重なる。萩ノ方山背斜から東の地域と七座 

背斜の中軸部とでは，藤琴川層下部の黒部部岩が部質岩岩に代わって出現する層準を 

その下限とした。萩ノ方山以西の地域では部 質砂岩が部質岩岩に代わる層準をその  

基底とした。西隣の能代図幅地域内では，この部 質砂岩と指交する素波里安山岩の  

下部にさらに黒部部岩が薄く挾まるところから，この部 質砂岩を藤琴川層に含め  

た。 

 

Ⅱ．8 貫 入 岩 類 
 

こむに貫入岩類と呼ぶものは藤倉川層・黒石沢層・早口川層および岩谷層を貫く岩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脈，岩床などの貫入岩を包括したもので，岩石には粗粒玄武岩・閃緑玢岩・石英安山 

岩および流紋岩の種類がある。 

これらの貫入岩の分布は，田代町十
とお

ノ瀬山の周辺から早口を経て鷹巣町李岱に
すもつたい

至る 

地域にもっとも多く，一部，鷹巣町松層北方早動滝付近および田代町山田付近に分布 

する。これらの貫入岩は断層の多い構造帯に沿って分布している。すなわち貫入岩類 

の大部分を占める十ノ瀬山東方から，南方李岱付近にわたって分布するものは，岩瀬 

川断層に関連する構造帯に伴なわれるものであり，その他のものはそれぞれ前山断層 

と関連する構造帯・坊沢断層・岩鞍山付近を通る断層・二井田断層・岩ノ目沢中流を 

通る断層などに伴なわれるもののようである。 

本岩類の貫入時期は，上に述べたようにそれぞれの岩体が構造帯に沿って互に関連 

しながら分布していることからみて，それぞれ余り隔たらない時期（おそらく岩谷期 

末期～藤琴川期初期）であろう。田代町山田から北東に入る沢の東方に分かれる支沢 

では粗粒玄武岩と流紋岩とが，互に面冷縁をもって貫き，あるいは貫かれており，両 

者はほとんど同時期に貫入したことを示している。 

しかし，一部，たとえば鷹巣町大畑および田代町岩野目付近の早口川沿いでみられ 

部灰岩（塊状部(m)凝早石部灰岩，縞状部(b)凝細粒～中粒部灰岩） 

図版 11 二ツ井町傒后坂公園下の国道沿いにみられる上部七座部灰岩層中の縞状 

図版 12 藤琴川層上部七座部灰岩中の塊状早石部灰岩の特異な部 地形  

二ツ井町悪土西方約 1 km（能代図幅地域の東部） 
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る一連の玄武岩の小岩脈群は，これによって貫かれる早口川層中部層中の玄武岩類と 

ほゞ同時期に貫入した疑いがある。第 17 図に示すものは大畑北方でみられるこのよ 

うな小岩脈であるが，このように早規則な形状は，周囲の火山黒部 岩が，未だ完全  

に砂結しない時期にこの岩脈が貫入したことを示すものかも知れない。 
 

Ⅱ．8．1 粗粒玄武岩 
 

粗粒玄武岩は貫入岩類の大部分を占め，岩脈あるいは岩床の形で藤倉川層・黒石沢 

層・早口川層および岩谷層を貫いている。岩体の多くは部分によって岩脈あるいは岩 

床の形をとり，全体の形は非常に早規則である。最大の岩体は鷹巣町向黒沢から田代 

町早口に至るもので，長さは 4 km 以上に達するが，この岩体をがにとれば早口川下 

流，向黒沢南東の沢などではほゞ垂直に岩脈状に貫入し，向黒沢南西方の米代川の岸 

では早口川層の早石部 岩の層るに平行の岩床となって上方にのつかのでを出し，ま  

た大巻の米代川の対岸ではロポリス状に貫入している。一般に方状の節るがよく発達 

し，を化すると玉葱状構造をなすことが多い。 

岩石は岩岩石粗粒玄武岩・普通輝石岩岩石粗粒玄武岩・岩岩石普通輝石紫蘇輝石粗 

粒玄武岩などである。 

No．64 岩岩石粗粒玄武岩（Ⅲb→c） 

斑晶：岩岩石  

0 .5～2 .5  mm  大で多量である。鉄サポナイトに変質して仮像をなす。と  

きに早完全な単斜輝石の反応縁をるする。  

石基：斜長石・単斜輝石・岩岩石・鉄鉱  

間粒状の織をなす。岩岩石は単斜輝石の反応縁でかこまれる。  

No．69 普通輝石岩岩石粗粒玄武岩（Ⅳd） 

斑晶：斜長石・岩岩石・普通輝石  

斜長石は 1 ～  5 mm  大で清澄で累帯構造がわずかにある。岩岩石は 0.5～  

3 mm  大で多量である。大部分新鮮のまむ残されており，紫蘇輝石の反応  

縁をるする。普通輝石は 0.5 ～  1 mm  大でむ量である。  

石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・鉄鉱・石英  

オフィティックの織を呈する。単斜輝石は柱状～粒状であるが，斜方輝石  

は斜長石に対し典型的なオフィティックの関係を示す。石英は石基の間  

に帯在し，ときに 1 mm の大きさに達するものがある。  
 

Ⅱ．8．2 閃 緑 玢 岩 

閃緑玢岩は田代町十ノ瀬山付近に分布する。柱状あるいは方状の節るがよく発達す 

る。岩石は普通輝石の斑晶をるする玢岩で，岩体の中心部では閃緑玢岩となってい 

る。 

No．73 普通輝石玢岩（Ⅹc ?） 

斑晶：普通輝石・鉄鉱  

普通輝石は 1 ～ 6 mm 大で多量で短柱状をなす。鉄鉱はときに骸晶をなす。 

石基：斜長石・単斜輝石・石英・鉄鉱  

石英は石基の間 を間めて他形をなしてむ量帯在する。  

2 次鉱物：緑部石・緑簾石・チタン石・鉄鉱  
 

Ⅱ．8．3 石英安山岩 

石英安山岩は田代町比立内付近にあって，南北 4 km，東西 3 km の岩株状の貫入岩 

体をなしている。本岩は中瀬田西方の早口川の岸で早口川層の部岩を貫く。板状ある 

いは柱状の節るがよく発達する。岩石は石英斑晶にむむ角閃石石英安山岩である。 

No．76 角閃石石英安山岩 

斑晶：斜長石・石英・普通角閃石・鉄鉱  

c：岩脈の面冷縁  bd：玄武岩岩脈  bt：玄武岩火山黒部灰岩（早口川層中部層）

第 17 図  鷹巣町大畑北方でみられる玄武岩の岩脈の形状 
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斜長石および石英は 1  ～ 5  mm  大で多量でネバダイト質である。石英は）  

形をなす。普通角閃石は  0.5 ～ 3  mm  大で多量である。同源捕獲岩るが  

帯在する。  

石基：変質が進んで鉱物の成が明らかでないが，ピロタキシティックの織をなす  

ようである。ジルコンがある。  

 

Ⅱ．8．4 流 紋 岩 

流紋岩の貫入岩は田代町山田付近，鷹巣町鞍山・岩鞍山・大館市大倉鉱山付近など 

でみられる。岩体の形は板状というよりむしろの形のものが多い。一般に柱状あるい 

は板状の節るがよく発達している。岩石は茂屋方山および岩鞍山のものは黒雲母流紋 

岩であるが，その他の岩体はごくむ量の斜長石および角閃石が認められるのみで，一 

般に斑晶鉱物にるしく，また石基は脱ガラス作用をうけており，岩石の鑑定が困難の 

ことが多い。 

No．75 黒雲母流紋岩 

斑晶：斜長石・石英・黒雲母・鉄鉱  

斜長石および石英は 1  ～ 5 mm 大でまれである。黒雲母は 0.5 ～ 1  mm 大  

でむ量である。  

石基：長石・石英・黒雲母・ジルコン  

珪長岩質の織を呈する。石英は流るに沿って帯ザイク状をなすが，他の部  

分では球顆をなしている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 13  藤里村出戸小比内付近でみられる小比 

 

Ⅱ．9 小比内沢層  

 

小比内沢層（新命名）は下部の藤琴川層から漸移し，主として油田地域の天徳寺層 

や北浦層を代表する塊状シルト岩とシルト岩砂岩互層とからなる。後者は比較的上部 

に多く，一部は塊状シルト岩と指交する。本層中には貝化石やる孔虫・珪藻のほかサ 

ガリテスもむ量産する。 

模式地 藤琴村小比内沢および藤琴川沿岸 

分布および層厚 本層は図幅地域の西半部に分布し，七座背斜によって東西に連絡 

を断たれている。七座背斜の西側，藤里村地域の地層は藤琴川～粕毛川間の三角地域 

でもっとも厚く，350～400 m であるが，東方七座背斜に接近すると漸次薄くなり， 

大川目～大沢部落間では 150～200 m となる。七座背斜の東側，鷹巣盆地周辺部では 

さらに薄く，小田背斜付近では 100 m に満たない。しかし，七座背斜の東翼に沿って 

南下するにつれて漸次厚さを増し，黒川町木戸石部落西方では 250 m 前後に達する 

（第 13 図および第 16 図参照)。 

岩相 本層は主として塊状シルト岩とシルト岩砂岩互層とからなり，まれに早性早 

石部 岩を挾む。  

塊状シルト岩は主として藤琴川と粕毛川とに挾まれる三角地域に分布する。青 部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内沢層のシルト岩砂岩互層（黒い縞状部が砂岩層） 
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の塊状のシルト岩を主とし，まれに砂岩や部 岩の薄層を挾む。シルト岩中には早規  

則な形をした砂質部岩のパッチが散在している。このシルト岩は西方の粕毛川流域で 

は非常に砂質になる。 

シルト岩砂岩互層は七座背斜の両翼にひろく分布し，北部では 3 ～10 cm 単部で規 

則でしく繰り返す砂岩とシルト岩との互層からなるが，南部では砂岩の量が増し互層 

の単部も大きくなる（ 2 ～10 cm 単部）(図版 13，14 および 15)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部地域の細互層を構成する砂岩は中粒で比較的淘汰がよく，青 部を呈するがを  

化すると。 部になる。シルト岩は一部非常に砂質になり，砂岩層との境界が早鮮 明 

なものもある。またこのような砂質シルト岩の多い互層部には部 岩のな塊が層る面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に沿って配列することが多い(図版 16 および 17)。なおこの細互層には厚さ 5 ～20 m 

の細黒質の塊状砂岩が数枚挾まれている。 

南部の砂勝ち互層を構成する砂岩は，北部のものに較べてやむ粗粒でシルト岩の角 

黒やレンズを多量に含み，偽層が著しい（図版 18 および 19)。 

また，本層中にはところによって異常堆積現象がみられる（図版 20)。 

化石 藤里村寺沢の塊状シルト岩から次のような貝化石を産する。これらはいずれ 

も点在型の産状を示し，両殻の揃ったものが多く，自生～準自生的なものと考えられ 

る。 

Loc．b1（寺沢東股沢）  

Patinopecten sp.-1  

Serripes yokoyamai OTUKA 

図版 14 小比内沢層シルト岩砂岩互層（帯い部分シルト岩層，黒い部分砂岩層）

藤里村二ノ の北西方約  800 m 付近の道路沿い 

図版 15 小比内沢層砂がち互層（帯く光っている部分シルト岩層，黒い部分 
砂岩層，このなかに早石粒を含み偽層るの発達が著しい） 

黒川町木戸石西方の森林軌道沿いの面 
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Loc．b2 (Loc． b1 の下流 300 m）  

Conchocele bisecta（CONRAD）  

Conchocele disjuncta GABB 

Dosinia ? sp．  

Mactra kurikoma NOMURA 

Loc．b3（Loc． b2 の下流 500 m）  

Lucinoma ? sp．  

Mercenaria sp．  

Mya ? sp．  

Loc．b4（Loc． b3 の下流約 300 m）  

Patinopecten sp.-1  

Lucinoma acutilineatum（CONRAD）  

Clinocardium shinjiense（YOKOYAMA）  

Vasticardium cf． shiobarense（YOKOYAMA）  

Callista brevisiphonata CARPENTER 

Clementia sp．  

Mactra kurikoma NOMURA 

Siphonalia sp．  

Loc．b5（Loc． b4 の下流 400 m）  

Mactra kurikoma NOMURA 

Cryptomya ? sp．  

Nassarius ? sp．  
（鑑定：青木 滋） 

鷹巣町黒沢部落北方の小田背斜の軸部には珪藻質部岩が露出している。またシルト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 16 小比内沢層砂質シルト岩砂岩互層の遠影（黒い部分砂岩層） 

藤里村大沢-大川目間の道路脇 

図版 17 小比内沢層砂賀シルト岩砂岩互層と部灰岩のな塊列 

（丸く突出している部分） 

藤里村大沢-大川目部落間の道路脇  
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図版 18 砂がち互層中の砂岩の偽層る（図版15の一部を拡大撮影したもの） 
 

岩中にはむ量ながらサガリテスが産する。 

層位関係 小比内沢層は下部の藤琴川層に黒黒に重なり，下部の黒部部岩から上部 

のシルト岩への移り変わりは漸移的で，確然たる境界はひきにくい。おそらくこの黒 

部部岩とシルト岩とは一部指交しあっていると考えられる。 

 
 

Ⅱ．10 薄 井 沢 層 
 

薄井沢層（新命名）は下部の小比内沢層のシルト岩砂岩互層から漸移し，一部は指 

交関係にある。主として塊状の砂岩からなるが，一部シルト岩砂岩互層や黒岩などを 

挾む。また本層中には早石部 岩の厚層が挾まれ，鍵層として追跡できる。砂岩中か  

らは海棲の貝化石が多産する。 

模式地 藤里村薄井沢・同村寺沢・藤琴川沿岸 

分布および層厚 本層は七座背斜の西側，藤琴部落を中心に盆状に分布し，さらに 

西隣の能代図幅地域内にまで広く連なっている。当地域では段丘堆積物に早黒黒に） 

われるためで確な厚さは明らかでないが，むなくとも 400 m を超えている(第 13 図参 

照)。 

岩相 本層は主として塊状の中～粗粒の砂岩からなり，シルト岩砂岩互層・早石部 

岩および黒岩を伴なう。  

塊状砂岩は新鮮部は角青 部を呈するが，を化するとに 部に変わる。充分に砂ま   

っていないため透水性がつよく，深部まで早化しているので新鮮な部分が露出するこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図版 19 小比内沢層砂がち互層中のシルト岩黒およびレンズ（帯く光っている部分） 

黒川町木戸石西方の森林軌道沿いの面 
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とはきわめてむない。砂岩を構成するものには石英・斜長石・角閃石・普通輝石・紫 

蘇輝石・黒雲母などのほか，火山ガラスや火山岩るなどがある。そのほかののされた 

早石粒なども含み，著しい偽層を呈することもある（図版 21)。 

砂岩層中に挾まれる黒岩は厚さ 5 ～ 200 cm のものが多く，黒は大豆大～ 大のの  

黒が主で，部質岩岩・輝石安山岩・玄武岩・粗粒玄武岩・流紋岩・緑部岩などからな 

っている。 

本層の下部には厚さ 10～20 m のシルト岩砂岩互層が挾まれているが，小比内沢層 

のものとよく似ている。 

また本層の下部に厚さ 5 ～20 m の軽石凝灰岩が 3 ～ 4 枚挾まれ，鍵層として追跡 

できる。これらはいずれも角閃石・普通輝石・紫蘇輝石・石英などを含む石英安山岩 

質の早石からなり，その長径は普通数 cm でまれに 20 cm にも達する（図版 22)。早 

石はやむののされているものが多く，基質には砂や細黒をまじえている。一般に塊状 

で層るにるしいが，ときおり帯部の細粒部 岩の薄層を挾む。これらの早石部 岩は   

外観上はほとんど部異は認められないが，早石に含まれる鉄苦土鉱物の量比は各層ご 

 

 

 

 

図版 20 小比内沢層シルト岩砂岩互層中の異常堆積（黒い部分砂岩層）

藤里村大沢-大川目間嘉平岱付近 
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とにそれぞれ異なっている（第 18 図および第 19 図参照)。 

このうち最下部の P1 層は西部では小比内沢層上部のシルト岩砂岩互層中に挾まっ 

ているが，東部では薄井沢層最下部の砂岩中に挾まっている。 

化石 本層の塊状砂岩中には海棲の貝化石が多産するが，その多くは密集的で「は 

きよせ」型の産状を呈する。 

Loc．u1（寺沢西股沢入口から上流 300 m）  

Acila cf． insignis GOULD 

Anadara cf．amicula（YOKOYAMA）  

Glycymeris sp．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 22 薄井沢層砂岩中の早石部灰岩（P2） 

藤里村室岱
むろう

付近（能代図幅地域の東縁部〕 

第 18 図  薄井沢層中の早石部灰岩と資料採凝地点図
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Venericardia sp．  

Serripes laperousi（DESHAYES）     多  

Vasticardium shiobarense（YOKOYAMA）  

Callista ? sp．  

Dosinia cf．angulosa（PHILIPPI）  

Dosinia cf． japonica（REEVE）     多  

Mya sp．  

Thracia kamayashikiensis  HATAI 

Loc．u2（寺沢入口から 700 m）  

Lucinoma acutilineata（CONRAD）    多  

両殻をもっている。  

Loc．u3（藤里村鳥谷場）  

Kaneharaia cf．kaneharai（YOKOYAMA）  

Pitar ? sp．  

その他種属早明の Venerid  が多産する。            （鑑定:青木 滋） 

Loc．u4（茱
ぐ

萸
みの

木
き

北方 500 m，岩本沢入口） 

Glycymeris yamasakii（YOKOYAMA）   多  

Diplodonta sp．              多  

Serripes sp．  

Dosinia japonica（REEVE）         多  

Mercenaria chitaniana（YOKOYAMA）     多  

Protothaca adamsi（REEVE）  

Peronidia venulosa（SCHRENCK）  

Thracia kakumana（YOKOYAMA）       多  
（鑑定：水野篤行・大山 桂） 

こむでは両殻ともに保帯されたものが多い。 

さらに，西隣の能代図幅の東縁地域，茱萸木南方約 500 m の藤琴川の右岸沿いに次 

のような貝化石を多産する。なお，この地点は Loc．u4 よりはいく分上部の層準に 

あたる。 

Yoldia notabilis YOKOYAMA 

Chlamys sp．  

Patinopecten sp.-1  

Venericardia sp．  

Saxidomus ? sp．  

Mercenaria cf．yokoyamai MAKIYAMA 

Protothaca adamsi（REEVE）        多  

Macoma cf．oinomikadoi OTUKA       多  

Macoma cf．praetexta（MAR TENS）     多  

Macoma sp．  

Mya cuneiformis（BÖHM）         多  

Turritella cf． saishuensis motizukii OTUKA  多  
（鑑定：青木 滋） 

このうち Macoma・Protothaca・Patinopecten・Mya  などは両殻のそろったもの 

が多く，ことに Mya は水管を地層面に直立させて産出し，自生的産状を示している｡ 

層位関係 下部の小比内沢層上部のシルト岩砂岩互層は，上部に向かって次第に含 

砂量を増しながら厚い砂岩層に移ってゆくので，両者の境界をはっきりと決め難い。 

したがって，こむでは早石部 岩をめやすにしてある程度豆し的に両者の境界をひい  

第 19 図  薄井沢層の早石部灰岩 P 1 ～ P 4 の鉄苦土鉱物の成 
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た。したがって，P1 層にみられるように，小比内沢の上部と薄井沢層の下部とは一 

部指交している。 
 

Ⅱ．11 前 山 川 層 
 

前山川層（新命名）は鷹巣盆地側に分布する砂岩や黒岩などの粗粒堆積物からなる 

地層で，薄井沢層と同様に小比内沢層のシルト岩砂岩互層の上に黒黒に重なる。本層 

の下部は薄井沢層に似た海成の塊状砂岩からなるが，中・上部は砂岩黒岩互層からな 

り，海棲貝化石と亜炭層とが交互に産出する。本層中にも石英安山岩質の早石部 岩  

が数枚挾まれており，鍵層として追跡される（第 16 図参照)。 

模式地 鷹巣町前沢―黒沢部落間の前山川沿岸，坊択―黒沢部落間の道路沿い。 

分布および層厚 本層は主として鷹巣町前山川流域，綴子川中流域および米代川南 

岸の蟹沢山周辺などに分布するが，これらは断層や冲積地などによっていくつかの地 

塊にへだてられているうえに岩相変化がはげしいため，それぞれの地塊の地層の対比 

は非常に困難である。本層の厚さは 600 m を超えると考えられる。 

岩相 本層は主として塊状砂岩からなる下部層，砂岩黒岩互層からなる中部層，お 

よび亜炭層を挾む砂岩黒岩互層からなる上部層からなる。これらは相互に漸移し明確 

な境界をひき難いので，こむでは便宜的に早石部 岩によって区分した。  

下部の砂岩層は主として中―粗粒の塊状砂岩からなり，小比内沢層のシルト岩砂岩 

互層から漸移する。鷹巣町田子ヶ沢～岩谷部落間の向斜部では，この砂岩層と小比内 

沢層のシルト岩砂岩互層とは指交するものと考えられる。岩相・層厚ともに地域的変 

化は割黒にむなく，その厚さは 80～100 m である。砂岩は青 部を呈するが，を化し  

て。 部に変わる。細黒岩のレンズや砂質の早石部 岩およびシルト岩の薄層を挾   

み，偽層にむむ。田子ヶ沢付近の砂岩から海棲貝化石が産する。 

中部の砂岩礫岩互層は前沢―黒沢部落間の前山川流域でよく観察される。こむでは 

細黒岩・中黒岩・黒質～極粗砂岩などの互層からなり，比較的層るにむんでいる。下 

半部には細黒岩が多く，上半部では中黒岩が多い。この基底部には厚さ 20 m 前後の 

偽層にむむ黒質の早石部 岩がみられ，下部の塊状砂岩との間に連続的に発達してい  

る。その早石には角閃石と紫蘇輝石が多く，普通輝石はほとんど含まれていない。坊 

沢断層の南側に沿って連続する早石部 岩も同種の鉱物の成をるする。また本層の中  

部にも厚さ 4 ～ 5 m の黒質の早石部 岩が発達し，その上部には炭化した木るが産す  

る。前沢部落付近の本層最上部には厚さ約 20 m の偽層にむむ中粒砂岩が発達し，ウ 

ニや貝化石のるるを産出する。 

北東方の田子ヶ沢付近ではさらに粗粒堆積物が多く，中黒岩を主とし，その間に砂 

岩やシルト岩を挾む。 

米代川南岸の蟹沢山周辺では，北岸地域より細粒の堆積物が多く，主として薄い細 

黒岩のレンズを挾む中粒～粗粒砂岩からなる。黒川町木戸石部落東方では，この層準 

から亜炭を採掘したといわれているが，炭層は確認していない。またこの採掘地点の 

付近には厚さ 150 m くらいの砂鉄層がある。 

概して，中部の砂岩黒岩互層は北部ほど黒の含る量が多い。 

上部の亜炭含有砂岩礫岩互層は主として坊沢断層の南東側と蟹沢山周辺とに分布 

し，その北西側では前山東方，前沢部落付近および田子ヶ沢部落周辺にわずかに発達 

するにすぎない。 

本層も砂岩と黒岩との互層からなるが，中部層に較べるとやむ細粒の堆積物が多 

く，細黒岩と中粒～粗粒砂岩との互層を主とする。この基底部にも厚さ数 m ～15 m 

の黒質の早石部 岩が発達し ，この上部に 30～150 cm の亜炭層が数枚挾まれている。 

この亜炭は前山・田子ヶ沢・坊沢・前沢および大野尻付近でかつて採掘されたことが 

ある。本層中にも厚さ 1 ～ 3 m くらいの砂鉄層がある。前山川流域では前述したよう 

に中部の砂岩黒岩互層の中部に早石部 岩があるが，この部 岩は上部層基底の早石   

部 岩にあた る可能性がある。坊沢付近や米代川南岸の大野尻付近にも本層の基底付 

近に早石部 岩が認められるが，側方に追跡できないので，地質図には明記しなかっ  

た。田子ヶ沢および大野尻小学校付近で採集したこの早石部 岩に含まれる鉄苦土鉱  

物は，普通輝石と紫蘇輝石とがおもで角閃石はほとんど認められない。なお，この両 

輝石の量比は七座背斜の西側の薄井沢層下部の早石部 岩  P2 のそれと非常に似てい 

る。したがって，薄井沢層中上部の海成砂岩は前山川層中上部の含炭砂黒岩層に対比 

される可能性がある。 

黒川町木戸石東方から八幡岱新田南方にかけて，亜炭層の上部と考えられる層準に 

貝化石を多産する細黒岩層がある。 

全体として，本層も北部に粗粒堆積物が多く，亜炭層の発達もよい。 
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上記の貝化石は密集的な産状を呈し，個体数は非常に多いが種数はむない。 

Spisula sachalinensis（SCHRENCK）  

Umbonium akitana SUZUKI 

層位関係 本層は下部の小比内沢層砂部互層に黒黒に重なるが，一部は下部層と指 

交するようである。ことに，田子ヶ沢・岩谷付近で本層中の砂岩が小比内沢層をきっ 

て藤琴川層に直接しているように地質図上に表現されている部分では，小比内沢層の 

シルト岩が砂岩によって交代されているものとみなしている。 
 

Ⅱ．12 湯 車 層 
 

湯車層（命名：今泉力蔵・小高民夫（1952)18))は，鷹巣町を中心にして盆状に分布 

し，七座背斜地域の隆起によって西方の海域との連絡が断たれて生じた古鷹巣湖18)の 

湖成堆積物からなる。本層と下部の前山川層との層部関係は直接には観察されない 

が，下部の前山川層との構造的部異から早黒黒関係にあると考えられる。なお，南隣 

の米内沢図幅地域では両者の早黒黒関係が確認されている18)。 

模式地 鷹巣町湯車，中屋敷，横淵付近 

分布および層厚 主として鷹巣町南方，大野台東縁の丘陵地域に分布し，米代川北 

岸地域では坊沢・綴子部落付近に小露出が点在している。厚さは 70～80 m で 100 m 

を超えない。 

岩相 本層は主として砂質部～極微砂，シルト～粘土層からなり，中粒～粗粒の砂 

層・細黒層および早石火山 層などを薄く挾んでいる。砂質部や粘土層は青 部で葉   

るにむみ，葉る面に沿って薄くはがれる。このる面からは炭化した植物の葉るが多 

産する。 

本層中には 5 ～50 cm の亜炭層が数枚挾まれており，中屋敷・小摩当・脇神・岩脇 

付近でかつて採掘されたことがある。 

化石 本層からは次のような植物化石が報告されている。 

1．鷹巣町摩当北方 

Equisetum sp．  

Phragmites sp．  

Scirpes ? sp．  

Styrax japonicum SIEBOLD & ZUCCARINII 

2．同町脇神西方 

Equisetum sp．  

Scirpes sp．  

Styrax japonicum S．& Z．  

3．同町川口南方 

Equisetum sp．  

また，当地域の亜炭層から Menyanthes tr ifo lia ta LINNE（みつがしわ）が報告 

されている。Stylax japonicum S. & Z．は早口町二子山に現棲種が知られており， 

Equisetum・Phragmites・Scirpes  および Menyanthes は水辺に生える植物で，こ 

れらの植物種から当時の湖沼性堆積環境が推察される。 

層位関係 この図幅地域内では，下部層との層部関係は直接には観察できないが， 

鷹巣町綴子付近では前山川層上部が 30～50ﾟの面斜で南方に面いているのにたいし 

て，そのすぐ南方では本層の下部層がほとんど水平に横たわっている。このような構 

造上の早調和から両者は早黒黒関係にあるものと考えられる。なお，南方米内沢図幅 

地域の黒川町東根田付近でその早黒黒関係が確認されている。 

 
 

Ⅱ．13 段丘堆積物および冲積層 
 

この地域の河岸段丘は鷹巣南方の大野台を中心に米代川とその支流の沿岸にひろく 

発達し，7 段前後の平坦面が識別できる。阿仁川の旧河床の堆積物からなる大野台の 

段丘は，東から西へ現河道の方に向かって階段状に低下し，著しい非対称配列をなし 

ている（第 20 図)。これは段丘生成時の東から西への基盤の継続的な面動によって， 

当時の河道が西方に偏倚した結果によるものであろう。米代川北岸地域では，南岸の 

大野台付近にくらべて高部段丘(t1～t3）は開析がすむみ平坦面の保帯が悪く，その分 

布高度も南方のものよりずっと大きい。これは坊沢断層に沿う小田背斜付近の隆起に 

よる南方への面動に起因するものであろう。これらの面動はいずれも大野台付近を沈 

降の中心とする造盆地連動を示唆している。 

背斜あるいは複背斜構造からなる七座丘陵や二井田丘陵を米代川が貫流する部分で 
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は，谷幅がせばまり，段丘の発達はあまり顕著でない。また，藤琴川の支流，粕毛川 

の流域でも梅内背斜の軸部付近ではその上下流の向斜部に較べて旧河道の幅がせばま 

り，段丘の発達も悪い（第 21 図参照)。 

このような事実から，第四紀末の河岸段丘生成時においても，これらの褶曲横造は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 21 図  地 質 構 造 と 段 丘 分 布 と の 関 係

第
 
22
 
図
 
 
阿
仁
川
流
域
の
河
川
縦
断
面
と
段
丘
面
の
投
影

 

6766 



 

ひきつづき変形し，背斜軸部に先行性河谷を生じ，段丘面の発達を制約したものと考 

えられる。 

同様な地殻運動は，大塚弥之肋9) や杉村新22)なども指摘しているように，段丘面の 

変形にもあらわれている。すなわち，阿仁川沿いに段丘面の縦断面図（第 22 図参照) 

について検討してみると，第 1 段丘（t1）から第 5 段丘（t5）までの各段丘は上流か 

ら下流に向かってゆるく低下しているが，黒川町川井付近から第 3 段丘（t3）と第 4 

段丘（t4）とは逆に下流の蟹沢山山塊に向かって上昇しはじめ，全体としてが型の曲 

線を描く。米代川北岸の坊沢断層の延長が蟹沢山山塊の中央部をほゞ NNE-SSW 方 

向によぎる撓曲構造としてあらわれているが（第 4 図参照)，この撓曲構造の継続的 

活動によって段丘面の変形が生じたものと考えられる。段丘堆積物は主としての黒層 

からなり，ほかに砂や粘土・部炭などの薄層を伴なう。黒には各種の火山岩類がもっ 

とも多く，ほかに部質岩岩や古期基盤岩類の黒を伴なう。阿仁川流域の段丘黒層中 

には太平山花崗岩のの黒が多量に含まれている。 

このほか段丘堆積物のなかには十和田火山の噴出物と考えられる部 岩がかなり多  

量に含まれ，とくに図幅地域東部において著しい。段丘堆積物の柱状図は第 23 図に 

示すようなものであり，部 岩は砂黒からな る堆積物の上部に段丘の平坦面近くに帯 

在する。部 岩は岩相および堆積した時代によって  P1，P2 および P3 の 3 層に分けら 

れ，これら各層と段丘の各面との関係は第 24 図のようである。 

P1 は第 4 段丘(t4)のみでみられ，他の段丘にはまったく帯在しない。おそらく第 4 

段丘の生成時に早石流として当時の氾濫層に流出堆積したものであろう。P2 は第 5 段 

丘以上いずれの段丘にもその最上部を占めて帯在する。おそらく第 5 段丘の時期に降 

下火山 ～早石として堆積したものであろう。 P2 と P1 との間にはと 土（が，第  23 

図の地点 10）や部 面（が，第  25 図）がみられることがある。P3 は第 6 段丘にのみ 

みられる。現在のところこの早石堆積物の成因は明らかではないが，ののされた早石 

の状態や早石中に含まれる鉄苦土鉱物のの成から P1 の再堆積によって生じた可能性 

がある。 

藤琴川流域でも 5 ～ 6 段の段丘面が識別できるが，米代川流域のものとは降下火山 

 P2 のる無によって第 6 段丘（t6）に対段される面をきめ，それより高部の面を下か 

ら順次 t4～ t1 に対比した。たゞし，t5 面は米代川流域では鷹巣町以西に識別できない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところから，二井田丘陵の隆起による局地的段丘とみなし，藤琴川流域のものには対 

比しなかった。 

概して，藤琴川流域の各段丘は米代川流域のものに較べてかなり高いが，これは隆 

起量の地域的部異によるものであろう。 

第 23 図  段丘堆積物に含まれる早石層（P 1, P 2, P 3 ）の関係を示す柱状図 
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第 1 段丘（t1）は鷹巣盆地におけるもっとも古い段丘面を形成し，湯車層と同様に 

鷹巣を中心に盆状に分布することから古鷹巣湖最末期の湖成段丘とも考えられる。し 

かし，阿仁川沿いの河川縦断面によると上流地域にこの面に連続すると考えられるよ 

うな高部平坦面が残っているので，河成段丘の可能性もあり，現在のところはいずれ 

ともきめかねる。この段丘の堆積物は大野台東方小猿部川の左岸には式的に発達す 

る。段丘面の高さは海抜 105～110 m である。第 2 段丘以下の低部面に較べて開析が 

著しく，小起伏にむむ面をるするが，遠望すると全体として平坦である。は式地にお 

ける堆積物は，湯車層の上に早黒黒に重なる厚さ数 m の樺部黒層とその上の 2 m あ 

まりの部 質粘土層とから なる。黒の大きさは中黒～大黒で，著しくを化しナイフで 

もけずられるほどに部らかくなっている。湯車層との早黒黒関係は横淵西方の山腹面 

で観察されるといわれている18)。これらの堆積物の上には降下火山 層が  3 m ほど 

の厚さで積っている。小猿部川右岸の二井田丘陵西部にも，同様の小起伏面が分布 

し，黒層が発達している。米代川北岸の綴子・坊沢付近にもこれに属すると考えられ 

る黒層が分布し，は式地よりも厚い。段丘面はは式地よりも高く最高 190 m にも達 

している。は式地付近に較べて開析もずっと進んでおり，地形図上では平坦面の帯在 

は認め難いが，遠望すると南方にゆるく面斜する面がわずかに認められる。また，北 

岸の段丘黒はは式地のものほどを化しておらず砂い。こうした点から両岸の段丘の対 

比にはやむ疑問の余地がある。北岸地域では湯車層との早黒黒面が綴子西方 500 m の 

地点から北に入る沢の中で観察される。 

藤琴川東岸の院内岱の高部面は明瞭な平坦面を示し，第一段丘に属すると考えられ 

るが，こむでもは式地よりも海抜高度がずっと大きく 180 m にも達する。これらの高 

度部は段丘形成後の地殻運動に起因するものと考えられる。 

第 2 段丘（t2）は鷹巣町南方の大野台の東部に帯在し，高さは海抜 80～85 m であ 

る。堆積物は主として大黒や中黒からなる黒層で，厚さはところによって 9 m に達 

する。黒は）瓦状にかさなり，その方向から堆積当時の流れの向きを推定すると，北 

西へ流れていたものと考えられる。これは段丘面の分布から推察される流れの向きと 

一致する。現在第 2 段丘は米代川流域の第 4 段丘と小
おが

田
た

南方でほゞ直角に交わってい 

るが，当時の阿仁川の下流は鷹巣町南西部で米代川に黒流していたものと考えられ 

る。黒には角紅部ので長石を含む太平山花崗岩のほか，安山岩・玄武岩・流紋岩など 

の各種火山岩類がある。黒層は湯車層を早黒黒に）っている。この黒層上には厚さ 

3 m 前後のを成火山 層がのる。そのうち上部約  1 m はに 部早石質で，以下は  

部を呈する。 

藤琴川流域では院内岱部落ののる面が第 2 段丘に属するものと考えられる。面の高 

さは海抜 120 m 前後で阿仁黒流域のものに較べるとかなり高い。堆積物は約 8 m の黒 

層とその上にのる 1.5m くらいの黒まじりの帯部粘土層からなる｡黒は直径 12～13 cm 

の種々の火山岩の黒を主とし，ほかに部質岩岩の黒を伴なう。これらの堆積物の上に 

10 cm くらいの化石土くをへだてて，早石質降下火山 層がのる。厚さは約  1 m で， 

下部に薄い炭化物の縞を挾む。この降下火山 層の下部に鷹巣地域でみられるような  

部火山 が欠けているところから，この段丘面の生成時  期はもっと新しい可能性が 

ある。段丘黒層は下部の薄井沢層の砂岩層を早黒黒に）っている。 

第 3 段丘（t3）は第 2 段丘と南んでその南西に分布し，同じく大野台面の一部を構 

第 24 図  部灰岩 と段 丘 面と の 関係  

a：を成火山灰  C：炭質物  S：砂  P：早石  Cl：粘土 

第 25 図  立花北方 100 m の地点でみられる P1 と P2 との関係 
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成している。海抜 70 m 前後で，南東から北西に向かってゆるく面斜しているが，北 

西部では下流に向かって逆に上昇する。しかし，第 2 段丘の段丘面に近い部分はこの 

ような変形はみられず，全域を通じて下流にゆるく面斜している（第 22 図，t3′)。 

堆積物は第 2 段丘とほゞ同じであろうが，露出にるしく，最上部の粘土層だけが観察 

されるにすぎない。これらの堆積物の上には厚さ約 2 ～2.5 m の降下火山 層がのっ  

ている。そのうち上部約 1 m はに 部早石質で，それ以下は 部である。   

藤琴川流域では粕毛部落西方の海抜 80 m の面や，上流の栗ノ木岱面（海抜 140 m) 

などがこれにあたると考えられる。 

第 4 段丘（t4）は阿仁川右岸に分布する。面の高さは海抜 60 m 前後である。第 3 

段丘と同様に下流で変形し，北西方に向かってやむ高くなる。堆積物は主として大黒･ 

中黒からなる黒層で，上部は粘土層からなる。厚さは両者あわせて 1.5～6 m で厚さ 

の変化が著しい。この上には厚さ約 2 m の降下火山 層がのる。そのうち上半部は  

に 部で早石をふくみ，下半部は 部で第   1・2・3 段丘上にのっている火山 層  

部部のうち上部の約 1 m ほどの部分と同一層であろう。 

第 5 段丘（t5）に属するものは，米代川南岸の石ノ巻岱および川口―大向間に広く 

分布し，また阿仁川沿岸にも若干分布する。面の高さは海抜 40 m 前後である。米代 

川北岸にもこれに相当すると考えられる段丘面が残っているが，南岸のものに較べて 

やむ高く海抜 80 m にも達する。この段丘も主として中黒からなる黒層によって構成 

され，厚さ 15 m を超えるところもある。 

鷹巣町から上流の地域では，この黒層の上に第 23 図に示すように早石部 岩（ P1) 

がのり，間に粘土層や砂黒層を挾む。この早石部 岩の典型的なものは大きさ  10 cm 

に達する帯部早石と火山 とが雑然と入りまじったもので層るはなく，著しく粗し帯  

うで，ときに炭化した木るを含む。このようなものは多分早石流堆積物と考えられる｡ 

しかし場所によってはやむ層るを示し，また早石質の砂と互層することがあり，再堆 

積した部分もあるようである。第 23 図の地点 10 と下大沢北方 300 m の道路沿いと 

で採凝した早石を水簸してみると，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石および鉄鉱が多量に 

得られ，この早石は石英を確認できなかったが，輝石石英安山岩質のものと考えられ 

る。 

この早石部 岩は上流から下流に向かって漸次うすくなる面向があり，図幅地域東  

端に近い山田川沿いでは 10 m を超えるが，鷹巣町南方石ノ巻岱付近では 1 m 以下に 

なる。これより下流の地域では早石部 岩が再堆積して生じたと考えられる砂まじり  

の早石部 岩がみられ，全体に角 部を呈し，偽層にむむ。この砂質部 岩と黒層と    

の間には細黒を含む帯部粘土層を挾み，鷹巣町南西方の小田付近では，その間に 30 

cm 前後の部炭～亜炭層を産する。この部炭層は小田から南方に入る沢沿いの堤の岸 

では 1.5～ 2 cm に達し，かつて採掘されたことがある。 

米代川と阿仁川とのいずれの流域の堆積物も上部には粘土層の夾みが多く，一部で 

は部炭層などを産することから，当時，七座背斜の隆起によって米代川の一時的なせ 

きとめがおこり，湖沼が生じた可能性が考えられる。 

これらの堆積物の上にはいずれも降下火山 がのり，東部ではやむ厚く  3 m を超 

えるところもある（第 23 図，P2)。第 23 図の地点 10 で P2 の帯部部と上部のロー段状 

部分をそれぞれ水簸してみると，いずれからも斜長石・石英・紫蘇輝石・普通輝石・ 

鉄鉱などが多量に得られ，多分いずれも角閃石輝石石英安山岩質のものと考えられ 

る。 

第 6 段丘（t6）は鷹巣町から東方の米代川の沿岸と米代川の支流の早口川，岩瀬川 

などの流域に発達する。堆積物は主として中黒からなる黒層で，を化したロー段層に 

）われている（図版 23)。 

第 7 段丘（t7）は米代川およびその支流の藤琴川・阿仁川および小猿部川などに沿 

って分布する。米代川沿岸のものは，堆積物の上部は主としてののされた径 0.5 ～ 5 

cm の早石粒を多量にふくむ無層るの細黒からなり，ときに炭化した木るを含む。そ 

の厚さはむなくとも数 m あり，場所によってはその上部によく成層した厚さ 0.5m 内 

外の砂層をのせ，ほとんどの場所でその最上部は土く化している。堆積物のうち早石 

の多い部分は耐火軽ロックの層料として利用されている。米代川に沿う小谷（たとえ 

ば，湯車の谷，大野尻の谷など）には，これらの早石が本流から逆流し，それらの谷 

をうめている。これは大量の早石粒が一時に供給されたことを示している。堆積物の 

下部は旧河床の黒からなると考えられるが，現在は氾濫層面より高くは露出していな 

いので早明である。なお，外川層南西の第 4 段丘上にと植土を間に挾んで P2  の上に 

厚さ 3 m ほどの砂質早石層が重なっており（図版 24 および第 23 図の地点 5 )，これ 

は第 7 段丘をつくる早石層（P3）に対比されるようである。鷹巣町南西方小
おが

田
た

付近の 
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第 5 段丘 

 

 

P3  の早石粒を水簸してみると，鉄苦土鉱物として紫蘇輝石と普通輝石を 1 ： 3 の割 

黒でふくみ，輝石石英安山岩質のものと考えられる。これらの早石堆積物は現在のと 

ころその成因は明らかでないが，その重鉱物の成の類似から第 5 段丘をつくる P1  が 

再堆積して生じた可能性もある。 

米代川の支流域の第 7 段丘の堆積物は早石をふくまず，主として中～大黒からなる 

黒層で，降下火山 層を欠除している。  

鷹巣町をはじめとして多くの聚落はこの面上に発達する。 

冲積層（ a ）は現在の川底および大洪水のときに氾濫する範囲に分布する。綴子南 

方では，米代川沿いの第 7 段丘上を綴子川の氾濫層堆積物が）い上下関係を示す。し 

かし，これはが外的な現象で，大抵のところでは第 7 段丘面より約 5 m 低い。氾濫層 

はさらに高部と低部とに 2 分することができる。高部のものは最上部が砂やシルトか 

らなる。元来は草地であるが，堤防によって氾濫をふせいで，水田として利用してい 

るところが多い。低部のものは最上部が黒からなり，黒洲をつくる。地表はほとんど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早口川層上部層 

 

 

利用されていない。高部，低部面ともに豆家はきわめてまれである。 

 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

 

Ⅲ．1 概  説31) 

 

本図幅地域はいわゆる“グリーンタフ”地域と油田地域との境界部にあたり，新第 

三紀の火成活動に由来する浅熱水性金属鉱床をはじめ，中新世後期から更新世にかけ 

て生成された堆積源の鉱床など，その種類は非常に多い。しかし，いずれも規はが小 

さく，現在稼行されているものはむない。 

本図幅の東隣地域は花岡・小坂・花輪・異去沢など大鉱山をるする本邦屈指の重要 

な鉱床地帯であり，また，北隣地域にも太良・異太などの鉱床が分布する。本図幅地 

a：火山灰層（P2） 

g：黒層 
図版 23  第 5 段 丘 で み ら

Pw：P のを化部 

P：早石部灰岩 
れ る P2 の 火 山 灰 層  
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域の東半部にも“グリーンタフ”によって特徴づけられる藤倉川層・黒石沢層・早口 

川層などが分布し，このなかに銅･鉛･マンガンなどの浅熱水性鉱床が胚胎している。 

しかしながら規はが小さく稼行中のものは 2 山にすぎない。 

一方，いわゆる油田地域に属する本図幅西半部地域は海成，非海成の各種堆積源鉱 

床によって特徴づけられている。中新世後期における沈降最盛期の堆積物と考えられ 

ている岩谷層（女川階)・藤琴川層（船川階）には七座背斜周辺部で石油・可燃性天 

然ガスの徴候がみとめられるが，いずれも稼行されるに至っていない。また同層準の 

堆積岩中から石油・ガス鉱床と成因的関連性をるすると考えられる鉱泉の湧出がみら 

れる。岩谷層中には海成珪藻土が多産し，下部七座部 岩中には一種の海底を化の産  

物と考えられている海緑石が産する。両者ともに背斜部付近に産出する事実は，その 

堆積条件とからんで注目に値する。 

鮮新世中～後期から更新世にかけての七座背斜の陸化にみられる堆積盆の分化によ 

って，鷹巣盆地内に前山層上部・湯車層などの瀕海～潟湖性の堆積物が生じ，亜炭が 

形成された。また，この層準には砂鉄層が発達している。しかし，これらはいずれも, 

薄くかつ連続性にるしいため，現在は稼行されていない。 

その他，米代川沿いの低部段丘堆積物中には，十和田火山の早石流に由来する早石 

砂があり，耐火軽ロックとして利用されている。 

 
 

Ⅲ．2 銅 鉱 床 
 

大 倉 鉱 山 

本鉱山は大館市小袴南方から西方および南西方に入る沢にある。戦前は日本鉱業株 

式会社によって稼行されたが，昭和 30 年ふたたび開坑され，現在宝倉鉱業株式会社 

の手で採掘されている。鉱種は金・銀・銅・鉛および亜鉛であるが，おもに銅を対象 

としている。 

鉱山付近は藤倉川層の火山岩類とこれを貫く流紋岩岩脈とからなる。藤倉川層は走 

向はほゞ N-S，面斜は 10～30ﾟW で，下部は安山岩）岩がの枚も累重し，この上部に 

火山黒部 岩および部 角黒岩が重なり，これらの東限は断層によって  画され，一通 

層と接している。この断層に沿って流紋岩が貫入している。 

P3：再堆積した早石 

l：ロー段質と 土  

P2：早石質火山灰（降下堆積物） 
P1：早石部灰岩 

Ps：早石質砂 

図版 24 田代町外川層南西 300 m の小川の岸 

でみられる段丘堆積物中の早石層 
（第 23 図の地点 5 に同じ） 
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鉱床は安山岩）岩の中および，これと流紋岩岩脈との境界部にあってそれぞれ走向 

N 20ﾟ W および N-S の裂罅充塡鉱脈からなっている。鉱石鉱物にはに銅鉱・閃亜鉛 

鉱・方鉛鉱・に鉄鉱などがあり，脈石鉱物として石英・緑部石・方解石・石膏などが 

ある。 

大比立鉱山 

本鉱山は田代町比立内北方にある。この鉱山は初め明治 40 年頃から大で 9 年まで 

稼行され，昭和 26 年に神田長蔵によってふたたび採掘が開始されたが，現在は休山 

中である。おもに銅を対象としたが，昭和 26 年当時の鉱種は金・銀・銅・鉛および 

亜鉛であった。 

鉱床は早口川層を貫く流紋岩の貫入岩体中にある含銅硫化鉱脈であり，走向 N 70 

～90ﾟ E で，ときに網状鉱脈となっている。鉱石鉱物はに銅鉱・閃亜鉛鉱・に鉄鉱な 

どである。 

湯ノ岱鉱山 

本鉱山は鷹巣町湯ノ岱南方にある。権者は東北金属鉱業株式会社で，おもに銅･鉛･ 

亜鉛が稼行されている。鉱床は黒石沢層を早黒黒に）う早口川層下部層の異質部 角  

黒岩層のなかをほゞ南北に走る鉱脈で， 幅は  1.3～2.0 m である。本鉱山の採掘が 

開始されたのは昭和 8 年のことで，当時は鉛にむむ上部鉱体（Cu 0.6～0.7％）が稼 

行されたといわれるが，現在は銅にむむ下部鉱体（Cu 0.8～3.2％）が対象となって 

いる。鉱石鉱物は方鉛鉱およびに銅鉱がおもで，む量の閃亜鉛鉱が伴なわれる。 

 

Ⅲ．3 マンガン鉱床 
 

大 岱 鉱 山 

本鉱山は鷹巣町二本杉から北方に入る沢の奥にある。昭和 25 年頃稼行されたとい 

われるが現在は休山中である。調査当時，現地に行くことができなかったが，本所松 

井和典技官の手記註5) によれば，昭和 25 年当時の本鉱山の概要は次のようである。 

権者は東京都の植田某で，従業員 15 名で月産 10 t 前後を産していた。鉱床は緑部 

部 岩と帯部部 岩との境に玉状をなしており，全体の伸びは走向   N 20ﾟE，面斜 
＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 5 ) 昭和 25 年，秋田県庁の受託による早口町・山瀬村地質調査の際の資料。 

30～50ﾟN で，幅は 10～15 cm くらいである。鉱石は塊状の二早化マンガンで，品部 

は金属マンガンで約 50 ％である。なお鉱石の空 には水晶とともに％しい水マンガ  

ン鉱の結晶が見られる16)。 
 

Ⅲ．4 海 緑 石5)10)17)26) 
 

位 置 交 通 

秋田県山本郡藤里村（旧藤琴村）湯ノ沢および滝ノ沢付近 

1) 藤琴の北方約 4 km，湯ノ沢温泉の上流 500 m 付近，温泉の傍に滝があるため, 

自動車道路までの鉱石の搬出は早便である。 

2) 滝ノ沢部落（藤琴から 5.5 km）付近，自動車道路に近く，便利がよい。 

地質および鉱床 

海緑石は，下部七座部 岩の基底部に発達する海緑石砂岩のなかに含まれている。  

海緑石砂岩は，素波里安山岩によって構成される滝ノ沢ドー段の周辺に一様に発達す 

るが，ことに，下部七座部 岩がうすくなるその西翼部，すなわち湯 ノ沢から滝ノ沢 

付近にかけて発達がよく，厚さは 10 m を超える。湯ノ沢では，海緑石砂岩は，滝を 

つくっている安山岩部 角黒岩を挾んでその上下に発達し， Pectinid-Brachiopod 群 

集からなる貝殻砂岩と密接に伴なって産出する。この貝殻砂岩からはウニのトゲ・海 

綿骨針・鮫の歯などが発見されている。これらの海緑石砂岩と貝殻砂岩とは，下部の 

安山岩とともに一部蛋帯石化作用をうけている。 

鉱  石 

海緑石砂岩は，濃緑部あるいは黒部を呈し，粗く，に鉄鉱の結晶を伴なうことがあ 

る。砂岩は，主として海緑石粒のほか石英・長石などからなり，火山岩のるるを伴な 

う。海緑石粒は，普通直径 0.5～2.0 mm で，やむ丸みをおびている。その化学の成 

は第 6 表の通りである。 
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開発・品位・鉱量・用途 

昭和 28 年頃まで露天掘，坑道掘で採掘されていたが，現在は稼行されていない。 

鉱石の K2O 含る量は 2.5～4.5 ％で，篩別によって品部を上げようとしたが，効果 

は認められなかった。 

鉱量は早明。たゞし，鉱層の厚さは 10～15 m。 

大部分はカリ肥料として用いられるが，その際，鉱石を大館市のロータリーキルン 

で 500℃ に加熱し可溶性カリを 40 ％にして，肥効を高める方法がとられた。そのほ 

か，一部は海緑石のイオン交換性を利用して，部水の部化に用いられたという。 

本図幅地域内では，上記のほか七座背斜の軸部付近に分布する下部七座部 岩の上  

部と下部に，厚さ 10 cm～ 8 m の海緑石砂岩が数枚挾まれており，とくにその東翼に 

分布するものは厚いうえ枚数も多い。 

 
 

Ⅲ．5 珪 藻 土 
 

綴子珪藻土鉱床23)註6) 

鷹巣町字小田に所在し,鷹巣駅の北方約 5 km に部置する。山元から鷹巣駅までの 

鉱石の運搬は，小型トラックによっている。 

珪藻土鉱床は岩谷層の部質岩岩中に層状をなして賦帯し，小田背斜の軸部に沿って 

優勢な賦帯状況を示す。おもな賦帯範囲は背斜軸に沿って北東-南西約 1.5 km，北西- 

南東 150～250 m で，主としてその南西部において多く稼行されている。 

背斜の南東翼は北西翼に較べて面斜が大きく，一部は転倒している。この背斜軸の 

北東延長部は一通の南西約 1 km 付近で坊沢断層に移化しているが，この付近では珪 

藻土層も劣勢になる。珪藻土中には砂岩や部 岩などのほか，燧石質珪質岩岩のレン  

ズやな塊が挾まれている。珪藻土層の厚さは 50～100 m と推定される。 

鉱石は良質なものはに 部の外観を呈し，る機物を含む低品部鉱は青 ～黒部を呈   

する。これらはを化するとに帯部を呈し，割れ目に沿って水早化鉄の汚染部がみられ 

るほか，環状の滲透縞が生じている。鉱石はかなりの水分を含んでいるが，これを乾 
＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 6 ) 綴子珪藻上鉱床の調査報告のうち未公表資料として次のものがある。 

山田で春：秋田県北秋田郡鷹巣珪藻土鉱床調査報告，地質調査所受託調査資料，1958。 

燥棚で自然乾燥して搬出している。 

本地域の鉱床を形成する珪藻は海洋性の Cosinodiscus を主とし，ほかに海綿の骨 

針を含んでいる。 

鉱石は主として濾過剤の層料として用いられている。 

この小田付近の鉱床のほかに，本図幅地域内では，小田背斜の南西延長部にあたる 

鷹巣町字黒沢の北東方約 500 m 付近に，ドー段状をなして露出する小比内沢層のシ 

ルト岩中にかなり良質の珪藻土層が介在している。 

小田および黒沢付近の両鉱床はその賦帯層準を異にするにもかかわらず，ともに背 

斜軸部に優勢な賦帯状態を示している。この事実は珪藻土の堆積環境を究明し，さら 

に新鉱床の探鉱をするうえに注目に値する。 

 

Ⅲ．6 亜  炭 

 

鷹巣町周辺では亜炭層の露頭が非常に多く，戦後盛んに採掘されたことがあるが， 

現在も稼行されているものはない。そのおもな露出地と採掘地との分布は第 26 図に 

示す通りである。 

亜炭層は主として前山川層上部と湯車層とのなかに挾まれており，一部段丘堆積物 

のなかにもみられる。前山川層中のものは，砂岩･黒岩･部岩および早石部 岩などに  

挾まれ，20～30ﾟの面斜をるする。砂岩や黒岩はいずれも粗し帯うで偽層にむんでい 

る。亜炭層の厚さは 20～60 cm のものが多く，膨縮が著しい。炭層は数枚あるが，お 

もなものは 1 ～ 2 層である。米代川南岸の大野尻付近では，山丈 270 cm，炭丈 150 cm 

に達するものがあり，かつて稼行されていたといわれているが，現在は坑道が潰れて 

いてその露頭は観察できない。 

湯車層のなかのものは主として部岩・部 質砂岩などに挾まれ，ほとんど水平に横  

たわっている。これらの岩石はいずれも砂結度が低く，非常に部弱である。炭層は厚 

さ 20～100 cm のものが数枚あり，そのうち稼行されていたものは 2 層である。これ 

らの炭層のおもな炭柱図は第 27 図に示す通りである。 

鷹巣南西方小田
おがた

付近では，第 5 段丘中に厚さ 40～50 cm の亜炭層（一部部炭 ? ）が 

挾まれ，かつて稼行されたことかある。その炭柱図は第 23 図に示す通りである。 
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これらの前山川層中の亜炭は JIS 炭質区分による 炭  F1  に属する。黒 部を呈し , 

光沢がなく，板状ないし薄る状に離する。 

その分析結果は第 7 表のようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 26 図  亜炭の露出地点と採掘地点分布図 
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Ⅲ．7 石油および可燃性天然ガス 
 

本図幅地域の西半部は，鷹巣油田・七座油田などの名でよばれ，石油については古 

くから調査や試掘が行なわれてきたが 2)3)8)18)，現在まで出油をみるにいたっていな 

い註7)。可燃性天然ガスについても，戦後，本邦各地でその開発利用が盛んになるに 

つれて，本地域でも調査が行なわれたが28)，まだ成功をみていない。石油，天然ガス 

ともにその徴候地は比較的多く，主として七座背斜付近の岩谷層や藤琴川層のなかに 

分布している。その徴候地と試掘地との地質的諸特徴は第 8 表，第 9 表および第 10 

表に示す通りである（表中の番号は地質図幅参照)。 

 

Ⅲ．8 温泉および鉱泉 
 

本図幅地域内には石油鹹水源と考えられる鉱泉註8) と，火山源と考えられる温泉お 

よび鉱泉とがある。前者は背斜付近の藤琴川層の砂岩・部 岩中から湧出し，後者は  

火山噴出物中から湧出している。 

湯ノ沢温泉 

藤里村湯ノ沢の滝をつくる素波里安山岩と，下部七座部 岩との境界付近から湧出  

している。やむアルカリ性を呈し，芒硝含る弱食塩泉に属する。水温 38 ℃，主要塩 

類として，NaCl，Na2SO4，および NaOH などが含まれる。 

蒸発残渣量   Na・   K・  Ca・・  Cl′   SO4″    OH′ 

3841.7   1468.7 38.5  32.1  1691.8  566.5   101.3  

（単部 mg/l，分析：衛生試験所） 

石油鹹水源鉱泉28) 

Loc．1 二ツ井町傒后坂
きみまちざか

付近の藤琴川沿岸に露出する上部七座部 岩中から湧出す  

―――――――― 

註 7 ) 本図幅地域内の油田調査資料のうち未公表のものに次の 2 つがある。 
1）鯨岡 明：米代川北部 AB 班地質概査報告．PEAC 報告，1952 

2）山形太郎：秋田県北秋田郡下大野村周辺の地表調査報告，PEAC 報告．1954 

註 8 ) 海水が地層中にとじこめられて生じたと考えられている油田化石水には次のような性質がある。1）塩分 

にとみ，2）る機物の分解生成物（HCO3′，NH4′，CH4 など〕を多量に含み，3）硫早根(SO4"）が 

むないという特徴がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。H2S 臭をるする。含る塩類の量は比較的むなく鉱泉質とよばるべきものであろ 

う。加熱して浴用に利用されている。水温 11.5℃（大気気温 12.5℃)。 

湧出量は 0.55 l/min., 分析値は次の通り。 

pH   free CO2 mg/l  HCO3′mg/l Cl′mg/l  NH4 mg/l 

7.4     6.15     84.2   128.0    0 

Loc．2（藤里村中小比内，藤琴川層中の部 質砂岩の割れ目から湧出）  

Loc．3（鷹巣町今泉の西方約 1 km，国道下の水田中の井戸，層部的には藤琴川層 

の部岩上に部置している） 

これらはいずれも H2S 臭をるし，Loc．2 には乳帯部の沈澱物がみられる。 

このほか前項のガス徴候地 No．2，No．4，No．5 などは，その含る塩量からみて 

も鉱泉に属するもので，No．3 は鉱泉質湧出とよばるべきものであろう。 

湯繰舟沢鉱泉 

この鉱泉は鷹巣町岩谷南東の湯繰沢の奥にあり，早動の湯と称し，浴用に供せられ 

第 8 表 石油徴候図一覧表 2)8) 
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ている｡源泉はこの南東方の松層に至る多の付近にあって,前山川層に属する下部のシ 

ルト岩と上部の無層る砂岩との境界から湧出している。鉱泉は温度 11.5℃，pH 6.3 

の芒硝含る弱食塩泉である。 

湯ノ岱鉱泉12) 

この鉱泉は鷹巣町湯ノ岱の西方，湯ノ岱鉱山入口付近の道路端にある。かつて炭早 

水の製造に用いられたといわれる。鉱泉付近は土くに）われているが，早口川層の異 

質部 角黒岩層のなかか ら湧出しているものであろう。泉質は土類含る炭早泉に属す 

る冷泉である。 

 

Ⅲ．9 石  材 
 

土木用石材 山本郡藤里村二ノ 付近で上部七座部 岩中の早石部 岩（角緑部を    

帯びる）が石帯用の石材として採石されている。この部 岩は，能代図幅地域内の二  

ツ井町（旧響村）切石付近で響石として採石されている。 

軽石 北秋田郡鷹巣町（旧坊沢村）下田
げ た

平
ひら

では，米代川沿岸の最低部段丘を構成す 

る砂質早石層から建築用耐火軽ロックの早量骨材として早石が採石されている。早石 

粒は十和田火山の早石流から再堆積したもので，ののされており，直径数 mm～5 cm 
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くらいである。基質の砂粒を篩分けて積出している。 
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GEOLOGY 
 

T h e  m a p p e d  a r e a  i s  s i t u a t e d  i n  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  A k i t a  

p r e f e c t u r e ,  a n d  r e p r e s e n t s  t h e n o r th e a s t e r n m a r g in  o f t h e Ak i t a  

o i l f i e l d  i n  a  b r o a d  s e n s e .   T h e a r e a  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y t h e 

Ne og en e vo lca n ic rock s a n d s ed imen t s .  A su mma ry of t h e s t r a t i-  

graph ic s equ en ce is given in Tab le 1 .  
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NEOGENE TERTIARY 
 

Fuj ikurag a wa for mat io n  Th e format ion , und er la in uncon form - 

a b l y  b y  a  p r e - T e r t i a r y  f o r m a t i o n  t o  t h e  n o r t h  o f  t h e  m a p p e d  

a r e a , r ep r e s en t s  t h e l o w e r m o s t  o f N e o g e n e T e r t i a r y  in  t h e a r e a .  

I t con s is t s ma in ly o f la va s a n d p yr oc la s t i c r o ck s o f a n d es it e , a c -  

c o m p a n ie d w i th  b a s a l t l a va s .  M o s t o f t h es e vo lc a n ic r o c k s a r e 

in t ensely a lt er ed , b ein g p ar t ly su b ject ed t o  “prop yl i t i za t ion ” .  Th e  

p yr o c la s t ic r o ck s , la ck in g s t r a t i f i ca t i on a n d s t a r r ed w ith p la n t r e -  

m a in s , a r e c o n s id e r e d  t o h a v e b e e n  e j e c t e d  a n d a c c u m u la t e d  b y 

th e s ub ma r in e vo lca n ic a ct ivit y .  Th e forma t ion a mo u n t s t o 1 ,400 

m in ma ximu m th ickn ess .  

Kuro ishiza wa for mat io n  Th e format ion ,  und er la in con form-  

a b l y  b y  t h e  F u j i k u r a g a w a  f o r m a t i o n ,   i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f 
p y r o x en e a n d es i t e l a p i l l i - t u f f ,  t u f f a ceou s c on g lo m e r a t e a n d s a n d - 
s t o n e ,   i n t e r c a l a t e d  w i t h  l a va s  o f d a c i t e ,   r h y o l i t e a n d b a s a l t .  
C o m p a r e d  w i t h  t h e  F u j i k u r a g a w a  f o r m a t i o n ,   t h i s  i s  r i c h  i n  
p yr o c la s t i c r o ck s a n d cla s t ic s ed imen t s , wh ich h a ve su ff er ed fro m 
s l i gh t er a lt er a t ion s . Th er e a r e f ou n d in t r a forma t ion a l d is tu r b a n c e s  
in  c la s t i c s ed im e n t s w h ich c o n ta in s h e l l fo s s i l s s u c h a s P e c t in id  
a n d  B r a c h i o p o d .   T h i n  l a y e r s  o f  m u d s t o n e  a r e  r e c o g n i z e d  a t  
p la ces , a nd th ey y ie ld fr a gmen ts of p lan t r ema ins .  Th e for mat io n  
d ecreases in t h ick n es s from 1 ,000 m in th e s ou th t o 100 m in t h e 
north .  

Ha yag uc higa wa for mat io n  Th e format ion is wid ely de velop ed  
o v e r t h e ea s t ern h a l f o f t h e s u r ve y e d a r ea a n d c o m p o s ed ma in l y 
of mud ston e ,  a cid p u mice -tu ff ,  a nd p il l ow la va s a nd p yr ocla st ic  
r o ck s o f o l ivin e b a s a lt , a s s o c ia t ed with t u f fa c e ou s s a n d s ton e s p o - 
radica l ly conta in in g P ect in id foss i ls .  Th e format ion is divid ed int o 
t h r e e m e mb e r s , t h e m id d le on e o f wh ic h i s ch a ra ct e r i z e d b y t h e 
pr ed omin an ce of b as a lt ic rocks , wh ereas th e up p er and lower on es ,  
b y th a t of a cid p u mic e-tu ff a nd mu ds ton e .  Th e mid d le a nd low er  
m e m b er s s h o w a p r on o u n c e d va r ia t i o n i n t h i c k n e s s  o w in g t o t h e 
va r y in g a m ou n t s o f b a s a lt , wh i l e t h e u p p er is c o mp a r a t ive ly m o -  
noton ou s .  Th e format ion is 700～1 ,000 m th ick in a ll.  

Th e a c id a c c id en ta l t u f f -b r e c c ia , wh ich is p r es u ma b ly con t e m - 
p or a n e o u s  w i t h t h e l o w e r  m e m b e r  o f t h e Ha y a g u c h ig a w a  f o r m a - 
t i o n ,  c r o p s  o u t  i n  t h e s o u t h e a s t e r n  c o r n e r  o f t h e m a p p e d  a r e a ,  
u n con f or ma b ly o ver lyin g t h e s t r a t a ra n gin g fro m t h e Fu j ik u r a ga wa  
format ion t o th e lowermost part of th e Ha ya gu ch iga wa its elf .  

I wa ya fo r ma t io n  Th e for ma t ion , c on f orma b le t o t h e u n d er -  
lyin g , cons ists ma in ly of “hard sha le” or “s i l iceous s ha le” , t u f f a c e ou s  
(an d es it i c） s an ds t on e , a nd p yrocla st ics of an d es it e an d b asa lt . Ⅰ n  
th is forma t ion , r ema r ka b le d iff er en ces in t h ick n es s an d rock -fa c i es  
a r e  o b s e r v e d  b e t w e e n  t h e  s e d i m e n t s  o n  b o t h  t h e  s i d e s  o f  t h e 
Ha gin ok a t a -ya ma a n t icl in e :  on t h e ea s t ern s id e of t h e a n t icl in e ,  

th e forma t ion is t h inn er （ 300～ 400 m） a nd co mp o s ed ma in ly of  

“hard s ha le” , and is th ick er (more than 1 ,000 m) and chara ct er ized  
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b y pred omin a n ce of th e tu ffa c eou s sa nd ston e and va r ious p yr oc la s -  
t i c r o ck s on t h e w es t er n s id e .   M or e o v e r , a s im i l a r  ch a r a ct er i s  
r eco gn ized a lon g t h e Mo ya sa n a nt icl in e in t h e nor thwes t ern corn er  
of t h e ma p p ed area .  Th at is , t h e ab ove -s a id s an d ston e a n d p yr o - 
c l a s t i c r o c k s  a b r u p t ly t h in a w a y t o w a rd s  t h e w e s t o f a n t i c l i n e s ,  
and th er efore on ly th e th inn er ha rd sha le is lef t o ver th er e．(Figs .  
11 , 12）  

F uj iko t o g a wa fo r ma t io n  Th is forma t ion con forma b le t o t h e 
I w a y a  f o r m a t i o n  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  m a s s i v e  b l a c k  m u d s t o n e ,  
s a n d s ton e , a c id p u mic e -tu f f a n d a n d es it e p yr o c la s t i c rock s .  I t is  
a l s o c h a r a c t e r i z e d  b y n o t a b l e v a r i a t i o n  i n  t h e r o c k - f a c i e s  a n d 
t h i c k n e s s  o n  e v e r y s id e o f t h e a b o v e - m e n t io n e d  t w o a n t i c l i n e s .  
On t h e ea s t ern s id e o f t h e Ha gin ok a ta -ya ma a n t i cl in e , b la ck mu d - 
ston e with less th ickn ess （50～200 m） is d ominant ;  in th e area  
b et w e e n t h e Ha g in ok a ta -ya ma a n d M o y a s a n a n t i c l i n e s , s a n d s t on e ,  
pumice-tu ff, a nd es it e p yroclast ics , and oth ers pre va il over th e b la ck  
mudston e, th e t ota l th ickn ess amoun t in g t o 600～1 ,000 m ;  on th e 
wes t ern s id e o f t h e Mo ya sa n an t icl in e , a n d es it e p yro cla s t i cs s t r ik -  
in gly in cr eas e in th ickn ess t o amount over 800 m by i ts elf.  Bes id es  
th e ab o ve-s a id a nt icl in es , th e a ctua l sma ller an t icl in es , su ch as th e 
U m e n a i a n d T a k in o s a wa , a l s o c o n t r o l t h e va r i a t i o n  in  t h e r o c k - 
fa cies a nd th ickn ess of th e forma t ion , which ind ica t es th e sta rt an d  
p r o g r e s s  o f t h e fo ld in g c o n t e m p o r a n e o u s  w i t h t h e d e p o s i t i o n  o f  
t h is f or ma t ion t o g eth er w ith t h e fr e qu en t o c cu r r en c e o f t h e in t r a -  
format iona l d istu rban ces .（ Fig. 15）  

Ittōr i for ma t io n  Th e forma t ion is exp os ed t o a s ma ll extent  
n ea r  t h e e a s t er n ma r g in o f t h e s u r v e y e d  a r ea ,  a n d  is i n  d i r e c t  
c on ta c t w ith t h e Fu j ik u r a g a w a for ma t ion o n t h e w es t s id e o f t h e 
Niia fau lt .  It cons ist s ma in ly of hard sha le , b la ck mudston e, a cid  
p u mic e -tu f f a n d s and s ton e in a s cen d in g ord er , a n d is p r es u med t o  
c o r r e s p o n d  a lm o s t w i t h  t h e Iw a y a  a n d  F u j ik o t o g a w a  f o r m a t i o n s  
(p a r t ia l l y a ls o w ith K ob in a iza wa for ma t ion) fr o m t h e ch a ra ct er is -  
t ics o f t h e rock - fac i es .  Th e t o t a l t h ick n es s is es t im a ted a t a b ou t 
750 m.  

Ko bina iza wa for ma t io n  Th e forma t ion over l ies co n formab ly  

t h e F u j ik o t o g a w a  f o r m a t i o n ,  t h e u p p e r m o s t  p a r t o f  wh i c h  i n t e r -  
f in gers with th e lower part of th e pres ent forma t ion at pla ces .  

I t is c omp osed la rg e ly of ma ss ive s i l t s t on e , a n d a lt er n a t ion o f 
s i l t s t on e an d san ds ton e , th e la t t er of wh ich is u su a lly p red omin an t  
in th e upp er h or izon .  I t is 300～ 400 m th ick in th e west ,  and 50  
～100 m th ick in th e eas t .  

Usuiza wa and Maeya maga wa for mat io ns  Th e Usu iza wa forma - 
t i on i s d e ve lo p ed on t h e w es t ern s id e o f t h e Na n a k u ra a n t i c l in e ,  
a n d  t h e  M a e y a m a g a w a  f o r m a t i o n  i s  d i s t r i b u t e d  o n  t h e e a s t e r n  
s id e of th e ant icl in e.  

B o th  c o n fo r ma b ly c o v e r  t h e u n d e r ly in g f o r ma t i o n ,  o r i n p a r t  
i n t e r f i n g e r  w i t h  t h e l a t t e r .    T h e y a r e c h a r a c t e r i z e d  b y c o a r s e 
sed imen ts su ch as con glomerat e and sands ton e.  

U s u i z a w a  f o r m a t i o n  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  m a s s i v e  s a n d s t o n e ,  
wh ich c on ta in s a b u n da n t r ema in s o f ma r in e m o l lu s cs  a n d is in t er -  
b e d d ed  w it h s e ve ra l l a y er s o f d a c i t i c p u m ic e - t u f f .  In t h e M a e - 
y a m a g a w a  f o r m a t i o n ,  t h e l o w e r  s e c t i o n  i s  c o m p o s e d o f m a s s i v e  
s a n d s t o n e s i m i l a r  t o t h a t  i n  t h e U s u i z a w a  f o r m a t io n ,   b u t  t h e 
mid d le a n d u p p er sect i on s c on s is t o f a lt er n a t in g con glo mera t e a n d  
sandston e .  Th e u pp er p ort ion conta ins s e vera l l ign it e s ea ms .  Th e 
Ma eya ma ga wa format ion a mounts t o over 600 m th ick in a ll .  

 
QUATERNARY 

Yug ur u ma for mat io n   Th e format ion is of lak e d epos its con - 
s is t in g of cla y a nd sa nd int er ca lat ed with l ign it e s ea ms .  It cover s  
the und er lyin g format ion un con formab ly .  

Terrace de pos its  Seven well-r eserved t erra ces a r e extens ively  
d e v e l o p e d  a l o n g t h e Y o n e s h i r o r i v e r  a n d  i t s  t r i b u t a r i e s  a r o u n d  
Takan osu .   Every t erra ce d ep os it cons ists of gra vel , s and and cla y,  
in t er ca lat ed with p eat or l ign it e s ea ms a t s ome p la ces .  In th e 5 th  
t erra ce（ t 5 ) d eve lop ed a lon g th e Yon esh iro r i ver , t h e pu mice f low  
d e p o s i t s ,  d e r i v e d  f r o m a  e x p l o s i o n  o f t h e T o w a d a  v o lc a n o ,  a r e 
recogn ized .  E very t erra ce exclus ive of t h e 7 th on e（ t 7 ) is covered  
w i t h  a e o l i a n vo l c a n ic a s h  l a y e r s , w h i c h  h a v e b e e n  s u b je c t e d  t o  
int en se weath er in g t o sh ow a r edd ish b r own color .  
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As  a  g e n e r a l t e n d e n c y ,   s o m e o f t h e t e r r a c e s  a r e d e fo r m e d  
u p wa r d s with a p p r oa ch t o a n a n t icl in e , a n d t h e a n cien t r i ver b ed ,  
r ec on s t ru ct ed from d is t r ib u t ion of t er r aces , b ec om es n a r r ower n ea r 
a n a n t i c l in e t h a n n ea r a s yn c l in e .  Th es e fa ct s in d i ca t e t h e c on - 
t inu ou s a ct ivit y of th e fold in g stru ctu r e.（ Figs．21，22）  

 
Geo log ic str ucture 

The w es t ern h a l f o f t h e s u r ve y ed a r ea is ch a r a ct er i z ed b y t h e 
in t en se fold s a nd r e ver s e fa u lt s p ara lle l t o t h e fold in g a xis with a  
g en er a l t r en d o f N-E t o N N E -S SW d ir e ct ion . In t h e ea s t ern a r ea ,  
h o w e v e r ,   t h e r e a r e fo u n d  a  n u m b e r  o f g e n t l e f o l d in g s  w i t h  a  
t r e n d o f W N W - E S E d i r e c t i o n ,  n e a r ly p e r p e n d ic u l a r t o t h e t r e n d  
of fo ld s in t h e wes t , a nd n u merous fa u lts wh ich t r a verse th e fo ld -  
in g s tru ctur e.  

As  a b o v e - m e n t i o n e d ,  t h e r e m a r k a b le c h a n g e s  a r e r e c o g n i z e d  
in  t h e r o c k  f a c i e s  a n d  t h i c k n e s s  n e a r  t h e H a g in o k a t a -y a m a  a n d 
Mo ya sa n  a nt icl in es .   Alon g s u ch u n s ta b le zon es , t h er e a r e fr e -  
qu en t ly fou n d nu merou s co mp li ca t ed s tru ctu r es , s u ch as over turn ed  
fo ld in gs a n d r eve r s e fa u lt s , a n d m or e o ve r t h e in t ru s ive b od ies o f 
doler i t e, rh yoli t e, et c.（ Figs．4，11，12）  

 
Igneo us roc ks 

In  t h e m a p p e d  a r e a ,  va r i o u s  vo l c a n i c r o c k s  a r e i n t e r c a l a t e d  
i n  t h e T e r t i a r y f o r m a t io n s  f r o m t h e F u j ik u r a g a w a  f o r m a t i o n  u p  
t o t h e F u j ik o t o g a w a  f o r m a t i o n ,  a n d  m a n y d ik e s  a n d  s h e e t s  a r e 
int rud ed into th ese format ions .  

P et rograp h ica ll y , t h es e rock s in clu d e ba sa lt（ or d oler i t e)，  a n - 
d es i t e（ or p or ph yr i t e) , da cit e an d rh yol i t e .  Al l t h e ign eou s rocks  
b elon g t o p ig e on it i c r o ck s er ies a n d h yp er s th en ic r o ck s er ies .  A 
par t of p ig eon it i c rock ser ies is a ss u med t o b e of a lka li -r ich va r i -  
ety cha ra ct er ized b y th e pres ens e of purp le au git e, i lmen it e , etc.  

Th e vo lc a n ic r o c k s o f p ig e o n i t i c r o ck  s e r i e s w e r e e r u p t e d i n  
r e la t i ve ly ea r ly s t a ge , t h e a g e o f d ep os it ion o f t h e Fu j ik u r a ga wa ,  
K u r o i s h i z a w a  a n d  H a y a g u c h ig a w a  f o r m a t io n s ,  a n d  s u c c e e d e d  b y 
t h e h y p e r s t h e n i c r o c k  s e r i e s  o f l a t e r  s t a g e ,  n a m e l y t h e a g e o f 

d e p o s i t i o n  o f t h e H a y a g u c h ig a w a ,  Iw a y a  a n d  F u j ik o t o g a w a  f o r -  
mat ions .  

 
Roc k alterat io n 

Mio c en e r o ck s a r e g en era l l y m or e or l es s a lt er ed .  Th e a lt er -  
a t ion is esp e c ia l l y d is t in ct in t h e l ow er h or iz on .  E a ch for ma t io n  
shows cha ra ct er is t ic a lt erat ion .  

I n t h e F u j ik u r a g a wa  a n d K u r o i s h i z a w a  f o r m a t i o n s , p r o p y l i t i c  
a l t er a t i on ch a r a ct er i z ed b y a lb it e ,  ch lor i t e ,  ca rb on a t e m in era ls ,  
ser ici t e , and rar ely ep id ote is r egiona lly r ecogn ized . Haya gu ch iga wa  
for m a t ion i s w id e ly s u b je c t ed t o t h e a l t er a t i on f o r m in g s o -ca l l e d  
“gr e e n t u f f” c h a r a ct e r i z ed  b y m on t m o r i l l on i t e , z e o l i t e , op a l ,  et c .  
Th e area a ffect ed b y th is a lt erat ion is cla ss if ied t o 4 a lt er ed zon es  
b a s e d  u p o n  t h e s e c o n d a r y m in e r a l a s s e m b la g e o b s e r ve d  i n  a c id  
p u m i c e - t u f f .   I t  i s  r e m a r k a b l e t h a t  t h e r o c k s  o c c u r r in g i n  t h e 
m o r e d i s t u r b e d  a r e a  s u f f e r  f r o m m o r e d i s t i n c t  a l t e r a t i o n .   F o r  
e x a m p l e ,  t h e r o c k s  o f t h e I w a y a  a n d  F u j i k o t o g a w a  f o r m a t i o n s  
a r e g e n e ra l l y f r e s h ,  b u t l o c a l ly ,  in  t h e a r ea a lo n g t h e N a n a k u r a  
a n t i c l i n e ,  t h e L o w e r  a n d  Up p e r  N a n a k u r a t u f f o f t h e fo r m a t i o n  
a r e a lt er ed t o  “ gre en t u ff” l ik e t h e rock s of m z on e of t h e Ha ya - 
gu ch iga wa format ion .  

In t h e en vir on s o f m eta l l i c m in es , s i l i c i f i ca t i on a n d  a rg i l l i za -  
t ion du e t o h ydroth erma l a cid solut ion is o ver la pp ed on t h e a b ove-  
s tat ed a lt erat ions .  

 

ECONOMIC GEOLOGY 
 

Metall ic de pos its  

In  t h e F u j ik o t o g a w a ,  K u r o i s h i z a w a  a n d  H a y a g u c h i g a w a  f o r -  
m a t i o n s ,  r e p r e s e n t e d  b y t h e va r i o u s  v o l c a n ic r o c k s  o f M i o c e n e 
a g e , t h e r e a r e f o u n d s e ve r a l ep i th e r ma l d e p os i t s  c o mp r is in g Au - 
Ag -Cu -P b -Zn a n d Mn or es , m os t o f wh ich w er e exp lo it ed b e f or e .  
A t  p r e s e n t ,  o n e o f t h e m ,  O k u r a  m in e ,  i s  b e i n g w o r k e d .   T h e 
Ok u r a  m in e , s i t u a t ed  in t h e c i t y o f Od a t e ,   i s o f f is s u r e f i l l i n g 
ve in t yp e , produ cin g ma in ly cop p er t ogeth er with gold , s i l ver , lead  
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and zin c as th e sub ord inat e meta ls .  
 

Gla uco nite  
In  t h e F u j ik o t o g a w a  f o r m a t io n ,  g la u c o n i t e d e p o s i t s  o c c u r  a b u n -  

d a n t ly i n  t h e a c id  t u f f fo r m in g t h e L o w e r  N a n a k u r a  m e m b e r .  
Th e d ep os it s a t t a in t o t h e ma x imu m t h i ck n es s  o f 15 m . Th e y h a ve  
a t en d en c y t o o c cu r a r ou n d t h e a n t i c l in es s u ch a s t he Ta k in os a w a  
a n d N a n a k u r a , wh ich w e r e b e in g f or m e d d u r in g t h e i r d ep os it i o n .  
Th e d ep os it s in t h e vi l l a g e o f Fu j is a t o w er e on c e e xp lo it ed .  

 
Diato maceo us earth 
D ia t o m a c e o u s  e a r t h  i s  n o w b e in g w o r k e d  a r o u n d  O d a  a b o u t  

6  k m n o r t h  o f  T a k a n o s u .   T h e  d e p o s i t s  a r e c o m p r i s e d  i n  t h e 
Iwa ya forma t ion , o c cu r r in g a b u n d a n t ly a r ou n d a n a n t i c l in e in t h e 
s a m e m od e a s g la u c on it e d ep os it s .  Th e t h i ck n es s o f t h e d ep os it  
is es t imated at ab ou t 50 t o 100 m.  

 
Lig nit e  
In t h e vicin it y o f Ta ka n osu , n u merou s e xp os ur es of l ign it e ar e 

fou nd .   Th e l ign it e s ea ms a r e conta in ed in th e upp er pa rt of th e 
Ma e y a ma g a wa  f or m a t i o n ,  in  t h e Yu g u r u ma  f o r ma t i o n , a n d r a r e l y 
in  t er r a c e d e p os i t s .   S e v e ra l s ea ms a r e i n t erb e d d ed  i n ea ch  for -  
ma t ion , s ome of wh ich w ere w ork ed for a t ime a b ou t 1950 .  Th e 
workab le s eams , for th e most part , are 30～60 cm th ick , a mount in g 
to 150 cm a t p la ces .  Th e l i gn it e in t h e Ma eya ma ga wa for ma t ion  
is n on -cok in g and ab out 6 ,400 ca lor ies in ca lor if ic va lue.  

 
Oil and Gas 
In t h e w es t ern h a l f o f t h e ma p p ed a r ea , n u m e r ou s s u p er f i c i a l  

in ves t i ga t i on s a n d p r os p ect in g for p et ro leu m h a ve b e en u n s u cces s -  
fu l ly carr ied out for a lon g t ime .  

Nu mb er s o f t h e o i l s e ep a g e s , o i l s a n d s a n d ga s s h o w in gs a r e  
f o u n d ma in ly i n t h e Iwa y a a n d  Fu j ik ot o g a wa f o r ma t io n s e x p os e d  
around th e Nanakura ant icl in e.  

 
Minera l s pr ings 

In t h e su r vey ed a r ea , t h er e a r e f ou n d on e h ot s p r in g a n d f i v e 
m in era l on es , s o m e o f t h em ma y b e c on n e ct ed w ith  h yd r oth er ma l 
a ct ivi t y r e la t ed t o t h e form er vo lc a n i sm , a n d t h e ot h er s w ith t h e 
s a l t wa ter in t h e oil -b ea r in g f or ma t ion s . Th e Yu n os awa h ot sp r in g 
is ch a ra ct er ized b y a h igh con ten t of Na , Cl′a nd SO 4 " .  Th e h ot 
water exceeds 30℃ in t emp eratur e.  

Th e s p r in g , loca t ed a b ou t 4 k m n or th of Fu j ik oto , o ccu r s n ea r 
t h e a n d e s i t e p y r o c l a s t i c s  i n  t h e F u j ik o t o g a w a  f o r m a t i o n .   T h e 
Yu n ota n i m in era l s p r in g , s i t u a t ed in t h e t o wn o f Ta k a n os u , h as a 
h igh c on t en t o f b ica rb on a t e a n d o c cu r s in t h e t u f f -b r e c c ia o f t h e 
Ha ya gu ch iga wa forma t ion .  Th e foregoin g two spr in gs , pres u mab ly ,  
are r elat ed t o th e former volcan ic a ct ivit ies .  

I n  t h e F u j ik o t o g a w a  fo r m a t i o n  e x p o s e d  a r o u n d  t h e  Na n a k u ra  
a n t i c l i n e , t h e r e a r e f o u n d s e v e ra l m in e ra l s p r in gs  l i k e ly d e r i ve d  
from th e foss i l water in oil-b ear in g format ions , mos t of wh ich give  
out th e offens ive s mell of h ydrogen su lf id e.  

 
Bu ild in g ston e 
T h e r o u n d e d p u m ic e d e p o s i t s , w h ic h f o r m t h e l o w e s t t e r r a c e  

( t 7 ) d evelop ed a lon g th e Yon esh iro r i ver , a r e quarr ie d as mater ia ls  
o f t h e f i r e b l o c k s  n e a r  t h e j u n c t i o n  o f t h e Y o n e s h i r o a n d  An i 
r iver s .  

I n t h e vi l l a g e o f F u j i s a t o ,  t h e p u m ic e - tu f f i n  t h e Up p e r N a - 
nakura tu ff memb er is qua rr ied .  
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